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西播磨 明神山より瀬戸内海を眺める

京
都
東
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の
展
望
ス
ポ
ッ
ト

清
水
山
と
将
軍
塚
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・
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・
・
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・
・1

花
と
水
の
景
勝
を
満
喫

吉
野
宮
滝

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・2

高
原
を
埋
め
る
紅
の
絨
毯

大
和
葛
城
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・3

伝
説
の
森
と
社

鞍
馬
と
貴
船

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・4

六
甲
ハ
イ
ク
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

六
甲
魚
屋
道

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・5

京
都
の
プ
チ
お
遍
路

御
室
八
十
八
箇
所

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・6

西
国
三
十
三
箇
所
の
難
路

醍
醐
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・7

「
水
の
山
」
六
甲
へ

六
甲
住
吉
道

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・8

鎮
座
す
る
湖
東
の
雄

伊
吹
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・9

仏
教
の
聖
地

天
涯
の
要
塞

比
叡
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・10

森
と
水
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・11

北
山
杉
の
里
に
秘
瀑
を
訪
ね
る

菩
提
の
滝

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・12

古
代
史
の
謎

情
念
の
山

二
上
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・13

錦
繍
の
季
節

三
尾
の
奥
山
へ

朝
日
峰

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・14

西
播
磨
の
麗
峰

明
神
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・15

火
鎮
の
神

月
詣
り
の
山

愛
宕
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・16

近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
胎
動
の
地

荒
地
山
と
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

・
・
・
・
・
・17

都
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顔

大
の
字
探
訪

大
文
字
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・18

グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
翔
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丘

高
御
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山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・19

寂
光
院
と
大
原
の
里
山

金
比
羅
山
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・20

稲
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信
仰
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深
奥
部

伏
見
の
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山
め
ぐ
り

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・21

白
き
精
霊
と
の
邂
逅

鞍
馬
と
貴
船

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・22

生
駒
の
魅
力
再
発
見

生
駒
山

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・23
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霊
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訪
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山
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・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
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京

都

東

山

京

都

東

山

京

都

東

山

京

都

東

山

のののの

展

望

展

望

展

望

展

望

ス

ポ

ッ

ト

ス

ポ

ッ

ト

ス

ポ

ッ

ト

ス

ポ

ッ

ト

清

水

山

清

水

山

清

水

山

清

水

山

とととと

将

軍

塚

将

軍

塚

将

軍

塚

将

軍

塚
約

３

時

間

清

水
寺

は
知
っ
て
い
て
も
、
清

水

山
と
い
わ

き
よ
み
ず
や
ま

れ
て
、
即

座

に
合

点

の
い
く

人
は
少

な
い
よ

う

だ
。
確

か
に
、
清

水

寺

と
比
べ
る
と
役

者

が
違

い
す

ぎ
る
。
山
そ
れ
自

体
を

取
り

上
げ

て
み
て
も

、
遠

目
か
ら

見

て
顕
著

な

山
容

が

目
立
っ
て
い
る
の
な
ら

と
も
か
く

、
の
ぺ
っ
と
し

た
東

山
の
山
並
み
に
埋

没
し
て
い
る
よ
う

で

は
、
認

知
度
が
低
く

な
っ
て
も

致
し
方
な
い
。

し
か
し
、
脇

役

で
あ

る
こ
と
を

前

提

に
す

る
と
、
主

役

で
あ

る
清

水

寺

の
い
い
引

き

立

て
役
を
演
じ
て
い
る
。
と
い
う

の
も
、
清

水
寺

参

詣

の
コ
ー
ス
が
、
あ

ま
り

に
も

定

番

化

し

す

ぎ

て
い
る
か
ら

だ
。
清

水

寺

を
ゴ
ー
ル
に

し
て
、
二
年

坂
、
三
年

坂
を

と
歩

い
た
あ

と

は
舞

台

か
ら

の
眺

望
を
楽

し
み
、
そ
し
て
素

直

に
清

水

坂
な

い
し

八

坂

通

り

を

経

て
東

大

路

へ
と
下

り

て
い
く

。
そ

ん
な
お

決

ま
り

プ
ラ
ン
に
ア
ク
セ
ン
ト
を

付
け
る
と
す

れ
ば
、

清

水

寺

を

ス
タ
ー
ト
に
す

え
て
、
そ

こ
か
ら

歩

き

回
る
と
い
う

の
も

一
興
に
な
る
と
思

わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

他
の
人
が
や
ら
な
い
こ
と
を
や
っ
て
悦
に
入

っ
て
い
る

天

邪
鬼

的

な

自

己

満

足

で
は
な
い

あ
ま

の
じ
ゃ
く

か
と
言

わ
れ
る
と
、
そ

う

な
の
か
も

知

れ
な

い
。
し

か

し

、
東

山

山

頂

公

園

や

将

軍

塚

（
青

蓮

院
大

日
堂

）
か
ら
の
眺
望
は
、
清

水
の

舞

台

か
ら

眺

め
る
も

の
と
は
、
異

な

っ
た

趣

が
楽

し
め
る
し
、
清

水

山
の
山
頂
を

踏
ん
だ

こ
と
か
ら
、
「
東

山

三
十

六
峰
」
と
称
さ
れ
る

山

々
の
全

部
を

踏
ん
で
み
よ
う

と
い
う

方

向

へ
興

味

が
ひ
ろ
が
っ
て
く

る
こ
と
も

あ
る
。
脇

役

で
あ

り

な
が
ら

、
い
ろ
い
ろ
と
可
能

性

を

も
っ
て
い
る
山
で
も
あ
る
。

京
都

随

一

京
都

随

一

京
都

随

一

京
都

随

一
のののの
名

刹
名

刹

名

刹

名

刹

・・・・
清

水

寺

清

水

寺

清

水

寺

清

水

寺

か

ら
か

ら

か

ら

か

ら
背
後
背
後
背
後

背
後

のののの
清

水

山

清

水

山

清

水

山

清

水

山

へ
の

コ
ー

ス

へ
の

コ
ー

ス

へ
の

コ
ー

ス

へ
の

コ
ー

ス
。。。。

東

山

三

東

山

三

東

山

三

東

山

三

十

六
峰

十

六
峰

十

六
峰

十

六
峰

に
も
に
も
に
も
に
も

名名名名

をををを
連連連連

ね

る
ね

る

ね

る

ね

る
清

水

山

清

水

山

清

水

山

清

水

山
、、、、
清

水
清

水

清

水

清

水

のののの
舞

台
舞

台

舞

台

舞

台

よ
り
も

よ
り
も

よ
り
も

よ
り
も

広

大

広

大

広

大

広

大
なななな

眺眺眺眺

め
が
め
が
め
が
め
が

楽楽楽楽

し
め
る

し
め
る

し
め
る

し
め
る
青

蓮

院

大

日
堂

青

蓮

院

大

日
堂

青

蓮

院

大

日
堂

青

蓮

院

大

日
堂

のののの
将

軍
塚

将

軍
塚

将

軍
塚

将

軍
塚
をををを
経経経経

てててて
、、、、

円
山

公
園

円
山

公
園

円
山

公
園

円
山

公
園

にににに

下下下下
り
る

と

り
る

と

り
る

と

り
る

と
、、、、

観
光
地
散
策

観
光
地
散
策

観
光
地
散
策

観
光
地
散
策
と
は
と
は
と
は
と
は
、、、、

ひ
と
ひ
と
ひ
と
ひ
と
味
違
味
違
味
違
味
違
うううう
東
山
散
策

東
山
散
策

東
山
散
策

東
山
散
策
がががが
楽楽楽楽

し
め
る

し
め
る

し
め
る

し
め
る
。。。。

。 。。 。。 。。 。桜の季節の本堂舞台 定番には定番になる理由がある桜の季節の本堂舞台 定番には定番になる理由がある桜の季節の本堂舞台 定番には定番になる理由がある桜の季節の本堂舞台 定番には定番になる理由がある

東山山頂公園の展望台から市街地を見おろす。京東山山頂公園の展望台から市街地を見おろす。京東山山頂公園の展望台から市街地を見おろす。京東山山頂公園の展望台から市街地を見おろす。京

都駅周辺や西本願寺などは建物の配置もよく見て都駅周辺や西本願寺などは建物の配置もよく見て都駅周辺や西本願寺などは建物の配置もよく見て都駅周辺や西本願寺などは建物の配置もよく見て

とれる。とれる。とれる。とれる。
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花花花花

とととと

水水水水

のののの

景

勝

景

勝

景

勝

景

勝

をををを

満

喫

満

喫

満

喫

満

喫

吉

野

宮

滝

吉

野

宮

滝

吉

野

宮

滝

吉

野

宮

滝

約

７

時

間

吉

野
を

語
る
の
に
、
「
桜

」
は
不

可

欠

の
要

素

で
あ

る
。
し
か
し
、

そ

れ
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら

も

、
や
は
り

「
水

の
吉

野
」
に
は
惹

か
れ

て
し

ま

う

。
吉

野

川

を

渡

る
柴

橋

か
ら

の
奇

景

（
夢

の
わ

だ

）
や
、

象

の
小

川
が
つ
く

る
せ
せ
ら

ぎ

（
桜

木

神

社

付

近

）
な
ど
、
宮

滝

に
お

き
さけ

る
水
景

色

に
は
、
千

本

桜
に
負

け
な
い
魅

力
が
あ
る
。

そ
れ
に
、
桜

の
季

節

に
吉

野
を

訪
れ
る
に
し
て
も

、
通

勤

ラ
ッ
シ
ュ

級

の
混

雑

に
巻

き

こ
ま

れ

て
し

ま

う

と
、
や

は
り

気

持

ち

も

滅

入

る
。
そ

れ
を

お
し
て
で
も

見

る
価

値

が
あ

る
の
が
吉

野
の
桜

だ
と
し

て
も

、
で
き
る
こ
と
な
ら

、
気

持
ち

よ
く

楽

し
み
た
い
。

そ

う

い
う

と
き
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く

る
の
が
、
宮

滝

か
ら

上

千

本

へ
の
ぼ

り

、
奥

千

本

を

ま

わ

る
行

程

で
あ

る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

で
あ

る

以

上

、
車

を

降

り

た

あ

と
、

い
く
ば

く

か
の
時

間

は
歩

か
ね
ば

な

ら

な

い
の
は
も

ち

ろ

ん

の
こ
と
な

の

だ

が
、
自

分

の
足

で
歩

く

こ
と
を

厭

う

人

々
に
は
味

わ
え
な
い
、
水

と
桜

の
景

勝

が
、
そ

こ
に
は
あ

る
。
江

戸

時

代
に
は
、
本

居
宣
長
も
歩
い
た
と
い

う

山
道
は
、
観

光
エ
リ
ア
に
は
な
い
静

け
さ
に
満
ち
て
い
る
。

吉野水分神社の本殿は三棟連結型吉野水分神社の本殿は三棟連結型吉野水分神社の本殿は三棟連結型吉野水分神社の本殿は三棟連結型

水面に緑の木々に映える象の小川水面に緑の木々に映える象の小川水面に緑の木々に映える象の小川水面に緑の木々に映える象の小川

、

「

」

、

、

「

」

、

、

「

」

、

、

「

」

、

吉
野
山

吉
野
山

吉
野
山

吉
野
山
をををを
語語語語
るるるる

形
容
形
容
形
容
形
容
と
し
て
は

と
し
て
は

と
し
て
は

と
し
て
は

今今今今

で
は
で
は
で
は
で
は

花花花花

のののの
吉
野
吉
野
吉
野

吉
野

がががが

一
般
的

一
般
的

一
般
的

一
般
的
だ
が
だ
が
だ
が
だ
が

宮
滝
宮
滝
宮
滝
宮
滝

にににに
離
宮
離
宮
離
宮

離
宮
がががが
営営営営

ま
れ
た

ま
れ
た

ま
れ
た

ま
れ
た

飛
鳥
時

代

飛
鳥
時

代

飛
鳥
時

代

飛
鳥
時

代

に
は
に
は
に
は
に
は
、、、、
も

っ
ぱ

ら

も

っ
ぱ

ら

も

っ
ぱ

ら

も

っ
ぱ

ら

「「「「

水水水水

のののの
吉

野
吉

野

吉

野

吉

野
」」」」
だだだだ

っ
た
っ
た
っ
た
っ
た
。。。。

そ

の
シ

ン
ボ

ル

そ

の
シ

ン
ボ

ル

そ

の
シ

ン
ボ

ル

そ

の
シ

ン
ボ

ル

「「「「

夢夢夢夢

の
わ
だ

の
わ
だ

の
わ
だ

の
わ
だ

」」」」
か
ら
か
ら
か
ら

か
ら
上

千
本

上

千
本

上

千
本

上

千
本

に

い
た
る

ハ
イ
キ

ン

に

い
た
る

ハ
イ
キ

ン

に

い
た
る

ハ
イ
キ

ン

に

い
た
る

ハ
イ
キ

ン

グ

コ
ー

ス
を

グ

コ
ー

ス
を

グ

コ
ー

ス
を

グ

コ
ー

ス
を
歩歩歩歩
きききき
、、、、
水水水水
とととと
花花花花

のののの
両
方
両
方
両
方
両
方
をををを
堪
能
堪
能
堪
能
堪
能
す
る
す
る
す
る

す
る
。。。。
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高

原

高

原

高

原

高

原

をををを

埋埋埋埋

め

る

め

る

め

る

め

る

紅紅紅紅

のののの

絨

毯

絨

毯

絨

毯

絨

毯

大

和

葛

城

山

大

和

葛

城

山

大

和

葛

城

山

大

和

葛

城

山約

６

時

間

葛

城

山
と
い
う

名

前

の
山
は
、
あ
ち

ら

こ

ち

ら

に
あ

る
。
有

名
ど
こ
ろ
で
は
、
大

和
葛

城

山
の
ほ
か
に
、
岸

和

田
の
和
泉

葛

城

山
が

あ

り

、
他

に
中

葛

城

山

（
金

剛

山
の
南

方

）

や

南

葛

城

山

（
岩

湧

山
の
南

西

）
が
あ

る
。

金

剛

山

に
も

葛

木

岳

と
い
う

異

名

が

あ

っ

て
、
さ
ら

に
関

西
を

離

れ
て
加

え
る
と
、
静

岡

県

に
も

伊

豆

三
島

の
葛

城

山
が
あ

る
か

ら
、
あ
ち

ら

こ
ち

ら

に
と
言

っ
て
も
、
言

い
過

ぎ
に
は
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
「
葛

城

山
」
と
い
う

名

前

、
ご
本

家

で

あ

る
大

和
葛

城

山
の
山
名

由

来

は
、
「
神

武

天
皇

が
カ
ツ
ラ
の
網

を

使

っ
て
祀

ろ
わ
ぬ
民

を

服
従

さ
せ
た
」
と
い
う

話
が
語

源
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
根
っ
こ
が
こ
の
話
だ
っ
た
と
し
て

も
、
「
葛

城
」
の
名

前
が
各

地
に
転
用
さ
れ
る

の
は
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
で
あ

る
。
そ

れ
は
、
大

和

葛

城

山

で
修

験

道

を

開

い
た

と
さ

れ

る

役

小
角

（
役

行
者

）
の
事
績

で
あ
る
。

え
ん

の
お
づ
ぬ

役

小

角

に
つ
い
て
は
、
厳

密

な

意

味

で
の

事

績

は
確

認
し
よ
う
も

な
い
が
、
伝
説
を
追

い
か
け

る
と
、
全

国

各

地
に
足

跡
を

刻

ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
山
伏
に
関
連
す

る
言

い

伝

え
が
あ
れ
ば
、
こ
と
ど
く

役

行
者

が
登

場

し
て
、
「
古

く

は
役

行
者

が

云

々
」
と
な
る
。

そ

し
て
最

後

に
は

「
こ
の
山
を
葛

城

山
と
呼

ぶ
」
と
、
ま
と
め
る
の
で
あ
る
。

こ
う

い
っ
た

類

の
話

の

一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い

て
、
真

偽
の
ほ
ど
を
検

証
す

る
の
は
、
実
り

の

あ
る
作
業

と
は
言

え
な
い
。
だ
が
「
謂
わ
れ
が

存

在
す
る
事
実
」
を
重
ん
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、

役

行

者

は
全

国

各

地
を

く

ま
な
く

飛
び
ま

わ
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ン
な
の
だ
。

そ
し
て
、
縦
横
無

尽
に
駆
け
め
ぐ

る
行
動

力

に
お
い
て
は
、
日
本

史

上
、
彼

に
比
肩

す

る
存

在

と
い
え
ば

、
各

地
に
井

戸
と
た
め
池

を
作

っ
て
ま
わ
っ
た
弘
法

大
師

こ
と
空

海
か
、

あ
ち

ら

こ
ち

ら

の
地
方

に
ま
こ
と
し
や
か
な

目
撃

談

が
残

さ
れ
て
い
る

八
百

比
丘

尼
、
あ

は

っ

ぴ

ゃ

く

び

く

に

る
い
は
抜
群

の
機

動

力
を

生

か
し
て
全

国
の

小
学

生

を

震

え
上
が
ら

せ
た

口
裂

女
と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
伝
説

（
現
代
で
あ
れ
ば
う
わ
さ

話
）
が
、
一
つ
の
名
前
の
上
に
集
ま
っ
て
き
て
、

そ

れ
に
基
づ
い
て
、
さ
ら

な
る
人

物

像

が
作

ら
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
伝
説
生

成
の
パ
タ
ー

ン
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
も

開
か
れ
、
現

代
で
は
関

西

屈

指

の
人
気

を

誇

る
ハ
イ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
、

大

和
葛

城

山
。
そ
の
明
る
い
雰

囲
気

と
は
裏

腹

に
、
「
葛

城

」
の
名

前

を
追

い
か
け

て
み
る

と
、
文

化
の
ド
ロ
ド
ロ
と
し
た
澱
み
も

見

え
て

く
る
。

y５ Ma

奈

良
奈

良

奈

良

奈

良

とととと
大

阪
大

阪

大

阪

大

阪

のののの
府

県
境

府

県
境

府

県
境

府

県
境

を

な
す

を

な
す

を

な
す

を

な
す

金

剛

葛
城

山
系

金

剛

葛
城

山
系

金

剛

葛
城

山
系

金

剛

葛
城

山
系
。。。。

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の
主
役
主
役
主
役

主
役

のののの

一一一一
つつつつ
、、、、

大大大大

和

葛
城

山

和

葛
城

山

和

葛
城

山

和

葛
城

山

のののの
五
月
五
月
五
月
五
月
はははは

「「「「
一
目

百

万
本

一
目

百

万
本

一
目

百

万
本

一
目

百

万
本

」」」」

の
キ

ャ

ッ
チ

フ
レ
ー
ズ

で
も

の
キ

ャ

ッ
チ

フ
レ
ー
ズ

で
も

の
キ

ャ

ッ
チ

フ
レ
ー
ズ

で
も

の
キ

ャ

ッ
チ

フ
レ
ー
ズ

で
も

知知知知

らららら

れ

る

ツ
ツ
ジ

の

れ

る

ツ
ツ
ジ

の

れ

る

ツ
ツ
ジ

の

れ

る

ツ
ツ
ジ

の
季
節
季
節
季
節

季
節

で
あ

る

で
あ

る

で
あ

る

で
あ

る
。。。。

山

頂

山

頂

山

頂

山

頂
をををを

赤赤赤赤

くくくく
染染染染

め

る
め

る

め

る

め

る
花花花花

のののの
絨

毯
絨

毯

絨

毯

絨

毯

をををを

求求求求

め

て

め

て

め

て

め

て

のののの
高
原
高
原
高
原

高
原

ハ
イ
キ

ン
グ

に

ハ
イ
キ

ン
グ

に

ハ
イ
キ

ン
グ

に

ハ
イ
キ

ン
グ

に
出出出出
か
け

て
み
よ
う

か
け

て
み
よ
う

か
け

て
み
よ
う

か
け

て
み
よ
う
。。。。

五月の中旬には山頂の自然ツツジ園が見ごろを迎える五月の中旬には山頂の自然ツツジ園が見ごろを迎える五月の中旬には山頂の自然ツツジ園が見ごろを迎える五月の中旬には山頂の自然ツツジ園が見ごろを迎える
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伝

説

伝

説

伝

説

伝

説

のののの

森森森森

とととと

社社社社

鞍

馬

鞍

馬

鞍

馬

鞍

馬

とととと

貴

船

貴

船

貴

船

貴

船
約

３

時

間

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド

ラ
マ
化

で
、
再
び

知

名

度

を

高

め
た

鞍

馬

天

狗

。

大

佛

次

郎

や
嵐

寛

寿

郎

の
時

代

と
は

比
べ
ら

れ
な
い
が
、
懐

か
し
の

お

さ

ら

ぎ

じ

ろ

う

の
ヒ
ー
ロ
ー
が
平
成

の
世
に
復

権
を

果
た
し
た
感

が
あ
る
。

だ
が
、
そ
も

そ
も

の
「
鞍

馬

天
狗

」
と
は
、
鞍

馬
の
山
に
い
た

大

天

狗

の
こ
と
。
義

経

伝

説

で
も

重

要

な
役

割

を

果

た
し
、
愛

宕

山
の
太

郎

坊
ら

と
と
も

に
、
よ
く

知
ら

れ
た
存

在
だ
っ
た
。

鞍

馬

の
山

道

は
、
天

狗

の
生

息

地

に
相

応

し

い
雰

囲

気

を

残

し

て
い
る
。
細

か
い
こ
と
を

言

え
ば

、
ハ
イ

キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

現

代

で
は
、
「
暗

部

の
山
」
の
字

を

あ

て
て
古

人
が
思

い
描

い
た
鞍

馬

と
は
重

な

ら

な

い
。
し

か
し

、
そ

れ

で
も

、
木

暗

さ

の
漂

う

木

の
根

道

の
雰

囲

気

に
は
、
魔

性

の
棲

処

に

す

み

か

通
じ
る
も

の
が
あ
る
。

ま
た
、
貴

船

も

伝

説

に
濃

く

染

め

ら

た

土

地

で
あ

る
。
恋

の
失

意

に
暮

れ
る
和
泉

式

部
が
詠

ん
だ

歌
、

も

の
思

へ
ば

沢
の
蛍

も

我

が
身

よ
り

あ
く

が
れ
出
づ
る

魂
か
と
ぞ
見
る

に
山
の
神

と
感

応

し

た
と
語

ら

れ
る

ほ
か
、
丑
の
刻

詣

り

の
呪

詛

が

行

わ

れ
て
い
た
と
も

伝
え
ら

れ
て
い
る
。

。

「

」

、

。

「

」

、

。

「

」

、

。

「

」

、

幾
多
幾
多
幾
多
幾
多

のののの
伝
説
伝
説
伝
説
伝
説

にににに
彩彩彩彩
ら
れ
た

ら
れ
た

ら
れ
た

ら
れ
た
鞍
馬
鞍
馬
鞍
馬

鞍
馬
とととと
貴
船

両
地

貴
船

両
地

貴
船

両
地

貴
船

両
地
をををを
結結結結
ぶぶぶぶ

木木木木

のののの
根
道
根
道
根
道
根
道

はははは

木木木木

のののの
根根根根
がががが

奇

怪
奇

怪

奇

怪

奇

怪

なななな
姿

態
姿

態

姿

態

姿

態

でででで
地
表
地
表
地
表

地
表
をををを

覆覆覆覆

いいいい
、、、、
物

語

物

語

物

語

物

語

のののの
舞

台
舞

台

舞

台

舞

台

にににに
相
応
相
応
相
応

相
応

し

い

し

い

し

い

し

い
雰

囲

雰

囲

雰

囲

雰

囲

気気気気
をををを
醸醸醸醸

しししし
出出出出
すすすす
。。。。
京
都
京
都
京
都
京
都

のののの
北
奥
北
奥
北
奥
北
奥

に
あ
る

に
あ
る

に
あ
る

に
あ
る
鞍
馬
寺

鞍
馬
寺

鞍
馬
寺

鞍
馬
寺
とととと
貴
船
神
社

貴
船
神
社

貴
船
神
社

貴
船
神
社
をををを
訪訪訪訪
れ
る
と

れ
る
と

れ
る
と

れ
る
と
、、、、

伝
説
伝
説
伝
説
伝
説

のののの
空
気
空
気
空
気
空
気

にににに
触触触触
れ
る
と
と
も

に

れ
る
と
と
も

に

れ
る
と
と
も

に

れ
る
と
と
も

に
、、、、
新
緑
新
緑
新
緑
新
緑

のののの
洛
北
洛
北
洛
北

洛
北
がががが
満
喫
満
喫
満
喫
満
喫

で
き
る

で
き
る

で
き
る

で
き
る
。。。。

絡みつくように足下を這う木の根たちは、伝説の舞台を演出しているようだ。絡みつくように足下を這う木の根たちは、伝説の舞台を演出しているようだ。絡みつくように足下を這う木の根たちは、伝説の舞台を演出しているようだ。絡みつくように足下を這う木の根たちは、伝説の舞台を演出しているようだ。

中宮にある和泉式部、蛍の歌碑中宮にある和泉式部、蛍の歌碑中宮にある和泉式部、蛍の歌碑中宮にある和泉式部、蛍の歌碑
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六

甲
六

甲

六

甲

六

甲

ハ
イ

ク

の
メ
イ

ン

ス
ト

リ
ー

ト

ハ
イ

ク

の
メ
イ

ン

ス
ト

リ
ー

ト

ハ
イ

ク

の
メ
イ

ン

ス
ト

リ
ー

ト

ハ
イ

ク

の
メ
イ

ン

ス
ト

リ
ー

ト

六

甲

魚

屋

道

六

甲

魚

屋

道

六

甲

魚

屋

道

六

甲

魚

屋

道

と

と

や

み

ち
約

７

時

間

街
の
背
後
に
聳
え
る
こ
と
で
、
古
く
か
ら

「
神

戸
の
背

山
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
六
甲
山
系

。
遊

歩

道
も
た
く

さ
ん
設
け
ら
れ
て
お
り
、
関

西

随

一
の
人
気

を
誇
る
ハ
イ
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
あ

る
。そ

の
六
甲
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

人
気
が
高

い
の
が
、
高

座
の
滝

か
ら

風
吹
岩
、
そ
し
て
最

高
峰
山
頂
を
経
て
有

馬
温
泉
へ
お
り
る
縦
走
コ

ー
ス
だ
。

ハ
イ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
六
甲
山
の
歴
史
は
、
明

治

時

代

に

神

戸
の
居
留
外
国

人
た
ち

が
競
っ

て
別
荘
を
開
い

た
こ
と
か
ら
始

ま

る

。
し

か

し
、
山
中
を
通

る
道

、
い
わ
ゆ

る
六
甲
越
え
の

道

は

そ

れ

以

前
か
ら
も
開
か

れ
て
い
た
。
風

吹
岩
を
経
て
有
馬
に
至
る
道
も
、
江
戸
時
代
に

開
か
れ
た
交
易
路
で
、
お
も
に
瀬
戸
内
の
塩
や

魚
介

類
を
運
ん
だ
こ
と
か
ら

「
魚

屋
道
」
と
い
っ

た
。
現
在
で
も

橋
の

一
部
が
残
さ
れ
、
コ
ー
ス

上
の
目

印
に
な
っ
て
い
る
本

庄

橋

跡
と
い
う

場

所
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
本
庄
橋
が
描
か
れ
た

古
地
図
も
あ
り
、
往
時
は
た
く
さ
ん
の
人
が
行

き
来
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
六
甲
の
も
う

一
つ
の
顔
で
あ
る
「
近
代

登

山
発
祥
の
地
」
と
い
う
の
も
、
こ
の
コ
ー
ス
上

に
あ
る
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
。
足
に

ゲ
ー
ト
ル
、
肩
に
縒

り
ザ
イ
ル
と
い
う

出
で
立

よ

ち
で
、
先

人
た
ち
が
新
し
い
岩
場
を
探
し
て
闊

歩
し
て
い
た
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。

六
甲
に
入
る
目
的
も
異
な
れ
ば
、
目
に
す
る

景

色
も
違

う
と
な
る
と
、
現
代
の
ハ
イ
カ
ー
た

ち
が
、
江
戸
時
代
の
行
商
人
や
大
正
期
の
先
覚

者

の
思
い
を
追

体

験
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か

し
、
名
山
リ
ス
ト
を
踏
破
す
る
感
覚
で
歩
く
の

で
は
な
く
、
道
に
刻
ま
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
足

跡
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
歩
い
て
み
る
と
、
風
吹

岩
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
き
や
、
有

馬
へ
お
り
る

道
中
で
の
景
色
の
見
え
方
に
も
、
ま
た
変
化
が

起
き
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

June６

関

西
圏

関

西
圏

関

西
圏

関

西
圏

に
お

け
る

ハ
イ
キ

ン
グ

の
メ

ッ
カ

・

に
お

け
る

ハ
イ
キ

ン
グ

の
メ

ッ
カ

・

に
お

け
る

ハ
イ
キ

ン
グ

の
メ

ッ
カ

・

に
お

け
る

ハ
イ
キ

ン
グ

の
メ

ッ
カ

・
六

甲
山

六

甲
山

六

甲
山

六

甲
山
。。。。

近

代
登

山

近

代
登

山

近

代
登

山

近

代
登

山

のののの
発
祥
発
祥
発
祥

発
祥

のののの
地地地地

で
も

あ

る

で
も

あ

る

で
も

あ

る

で
も

あ

る

六

甲

山

六

甲

山

六

甲

山

六

甲

山

のののの
中中中中

で
も
で
も
で
も
で
も

、、、、

メ

モ
リ

ア

ル

ス
ポ

ッ
ト
と
な

っ
て
い

メ

モ
リ

ア

ル

ス
ポ

ッ
ト
と
な

っ
て
い

メ

モ
リ

ア

ル

ス
ポ

ッ
ト
と
な

っ
て
い

メ

モ
リ

ア

ル

ス
ポ

ッ
ト
と
な

っ
て
い

る

の
が

る

の
が

る

の
が

る

の
が

高

座
高

座

高

座

高

座

のののの
滝滝滝滝

だ

ろ
う

だ

ろ
う

だ

ろ
う

だ

ろ
う
。。。。

こ

こ
か
ら

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を

こ

こ
か
ら

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を

こ

こ
か
ら

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を

こ

こ
か
ら

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を
経経経経

てててて
山

頂
山

頂

山

頂

山

頂

にににに

到到到到
る

コ
ー

ス

る

コ
ー

ス

る

コ
ー

ス

る

コ
ー

ス
、、、、
六
甲
六
甲
六
甲
六
甲

の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー

ト
を
た
ど
る

の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー

ト
を
た
ど
る

の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー

ト
を
た
ど
る

の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー

ト
を
た
ど
る
。。。。

、、、、高座の滝からの道と高座の滝からの道と高座の滝からの道と高座の滝からの道と

魚屋道が合流すると魚屋道が合流すると魚屋道が合流すると魚屋道が合流すると

ころにある風吹岩はころにある風吹岩はころにある風吹岩はころにある風吹岩は

表 六 甲 の シ ン ボ ル表 六 甲 の シ ン ボ ル表 六 甲 の シ ン ボ ル表 六 甲 の シ ン ボ ル

現在では絶好の休憩スポット本庄橋跡現在では絶好の休憩スポット本庄橋跡現在では絶好の休憩スポット本庄橋跡現在では絶好の休憩スポット本庄橋跡
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京

都

京

都

京

都

京

都

の

プ

チ

お

の

プ

チ

お

の

プ

チ

お

の

プ

チ

お

遍

路

遍

路

遍

路

遍

路

御

室

八

十

八

箇

所

御

室

八

十

八

箇

所

御

室

八

十

八

箇

所

御

室

八

十

八

箇

所
約

４

時

間

四
国
の
お
遍
路
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
江
戸
時
代
の
こ
と
ら
し
い
。
そ
れ
以
前

に
も

巡
礼
の
思
想
は
あ
っ
た
し
、
お
遍

路
を
構

成
す
る
寺

院
の
歴
史
も

短
い
も
の
で
は
な
い
。

だ
が
、
「
お
遍
路
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
、

一
般
の
民
衆
が
八
十

八
の
寺

院
を
め
ぐ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
江

戸
時

代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
幕
府
の
統
治
が
行
き
わ
た

る
な
か
で
、
街
道
の
整

備
や
、
宿
場
の
成
立
な

ど
、
旅
を
め
ぐ

る
環

境

の
改
善

が
挙

げ

ら

れ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
実

際
に

四
国
に
わ

た
り
、
何

日
間
も

見

知
ら
ぬ
土

地
を
め
ぐ
り

歩
く
の
は
、
蒼

氓
に
と
っ
て
は
命
が
け
の
行
為
で

そ
う
ぼ
う

あ
り
、
彼
の
地
で
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
状

況
の
な
か
で
、
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
人

々
の
願
い
に
こ
た
え
る
べ
く
、
満
願

を
果
た
し
た
先
達
が
持
ち

帰
っ
た
札
所
の
砂
を

埋
め
て
、
八
十

八
箇
所
を
ま
ね
た
巡
礼
路
が
各

地
に
開
か
れ
た
。
模

擬
お
遍

路
と
い
う
か
、
プ

チ
お
遍
路
の
出
現
で
あ
る
。

御
室

八
十

八
箇

所
は
、
江

戸
時

代
後

半
、

文
政
年
間
に
開
か
れ
た
と
い
う
。
仁
和
寺
の
裏

に
あ
る
成
就
山
に
、
お
遍
路

八
十

八
箇
所
の
砂

を
埋
め
て
、
そ
の
上
に
八
十

八
の
お
堂
を
建
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
八
十

八
箇
所
と
同
じ
名
前
を
つ
け

た
の
で
あ
る
。
金

銭

的
な
理

由
、
あ
る
い
は
肉
体
的
な
理

由
、
そ
の
ほ
か
様

々
な
理
由

か
ら
、
お
遍

路
に
向
か
え
な

い
人

々
の
た
め
に
開
か
れ
た

道
は
、
多
く
の
信
者
で
賑
わ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
や
お
遍
路
は
観
光
ツ
ア

ー
で
も

行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
ぶ
ん
、
プ
チ
お
遍

路
は
忘

れ
ら
れ
が
ち

だ
が
、
そ
の
背

景
を
思
う
と
、
情
念

の
道
と

し
て
の
重
み
を
感

じ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

四
国

八
十

八
所
参

拝

四
国

八
十

八
所
参

拝

四
国

八
十

八
所
参

拝

四
国

八
十

八
所
参

拝

をををを
模模模模

し
た
し
た
し
た
し
た

小小小小
さ
な
さ
な
さ
な

さ
な

巡
礼
道

巡
礼
道

巡
礼
道

巡
礼
道

はははは

日
本
各

地

日
本
各

地

日
本
各

地

日
本
各

地

にににに
作作作作

ら
れ

て

ら
れ

て

ら
れ

て

ら
れ

て

い
る
い
る
い
る
い
る
。。。。

京
都
京
都
京
都

京
都

に
も
に
も
に
も
に
も

、、、、

御
室

仁

和
寺

御
室

仁

和
寺

御
室

仁

和
寺

御
室

仁

和
寺

のののの
裏裏裏裏

にににに
八
十

八
所

八
十

八
所

八
十

八
所

八
十

八
所
が

あ

り

が

あ

り

が

あ

り

が

あ

り
、、、、

四
国
四
国
四
国
四
国

の
お
の
お
の
お
の
お

遍
路

巡
礼

遍
路

巡
礼

遍
路

巡
礼

遍
路

巡
礼

とととと

同同同同
じ
ご
じ
ご
じ
ご
じ
ご

利
益
利
益
利
益
利
益
がががが

得得得得

ら
れ

る

と
さ

れ

て
き

た

ら
れ

る

と
さ

れ

て
き

た

ら
れ

る

と
さ

れ

て
き

た

ら
れ

る

と
さ

れ

て
き

た
。。。。

ス
ケ
ー

ル
は

ス
ケ
ー

ル
は

ス
ケ
ー

ル
は

ス
ケ
ー

ル
は

小小小小

さ
く

て
も

さ
く

て
も

さ
く

て
も

さ
く

て
も
、、、、
味味味味
わ

い
の

わ

い
の

わ

い
の

わ

い
の
深深深深

い
こ
の

い
こ
の

い
こ
の

い
こ
の
御
室

八
十
八
所

御
室

八
十
八
所

御
室

八
十
八
所

御
室

八
十
八
所
をををを
歩歩歩歩

い
て
み
る

い
て
み
る

い
て
み
る

い
て
み
る
。。。。

山道の傍らにお堂が建ち並ぶ山道の傍らにお堂が建ち並ぶ山道の傍らにお堂が建ち並ぶ山道の傍らにお堂が建ち並ぶ

「此東南胎蔵界」と「此南金剛界 。密教の世界観「此東南胎蔵界」と「此南金剛界 。密教の世界観「此東南胎蔵界」と「此南金剛界 。密教の世界観「此東南胎蔵界」と「此南金剛界 。密教の世界観」」」」

を現実の土地に重ね合わせている。を現実の土地に重ね合わせている。を現実の土地に重ね合わせている。を現実の土地に重ね合わせている。
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西

国

三

十

三

箇

所

西

国

三

十

三

箇

所

西

国

三

十

三

箇

所

西

国

三

十

三

箇

所

のののの

難

路

難

路

難

路

難

路

醍

醐

山

醍

醐

山

醍

醐

山

醍

醐

山

約

５

時

間

醍
醐
山
は
「
果
て
」
の
山
で
あ
る
。
地
球
が
ま

ん
丸
く
な
っ
た
今

日
で
は
、
物

理
的
な
移
動
で

い
え
ば
、
「
果
て
」
の
場
所
な
ど
は
消
滅
し
て
い

る
。
し
か
し
、
世
の
中
が
、
ま
だ
平
面
だ
っ
た
時

代
に
は
、
脳
裏
の
最
果
て
で
、
壁
の
如
く
そ
そ

り
立
っ
て
い
た
山

々
は
、
ま
さ
し
く
世
の
果
て
だ

っ
た
は
ず
だ
。

京
都
の
東

方
に
連
な
る
峰

々
を
東

山

三
十

六
峰
と
呼
ぶ
の
は
江

戸
時

代
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の
三
十

六
峰
に
つ
い
て
は
、

三
十
六
の
山

々
を
個
別
に
意
識
し
て
い
た
の
で

は
な
く
、
京
都
の
東
端
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
語
ら

れ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
言
葉
の
響

き
を
重
ん
じ
て
三
十
六
峰
を
端
の
よ
う
に
言
っ

て
い
て
も
、
人

々
は
そ
の
奥
に
、
も
う

一
つ
の
壁

が
聳
え
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
醍

醐
の
山
々
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
東
海
道
を
は
じ
め
、
主
要
街
道

の
整
備
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
空
間
的

に
醍

醐
よ
り
遠
く

へ
行
く
こ
と
は
で
き
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も

醍
醐
の
山
越
え
を
行
く
と
な

る
と
、
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。

西
国

三
十

三
札
所
の
巡
礼

路
で
、
十

一
番

上
醍

醐
か
ら

十

二
番

岩
間
寺

へ
の
道
は
、
も
っ

と
も

険
し
い
箇

所
と
さ
れ
て
い
た
。
札
所
め
ぐ

り
に
お
い
て
は
、
岩
間
寺
か
ら
さ
ら
に
十

三
番

石
山
寺

へ
と
道
は
伸
び
る
の
だ
が
、
石
山
詣
で

は
古

く

は
逢

坂
越

え
の
ほ
う

が

一
般

的
だ
っ

た
。
醍

醐
の
山

々
が
、
道
を
遮
る
壁
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

現
代
的
な
感
覚
で
い
え
ば
、
距
離
か
ら
い
っ
て

も
、
道
の
整
備
状

況
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど

の
険
難
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た

一
つ
の
山
頂
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
な
い

ぶ
ん
、
平
易
な
部
類
に
入
れ
て
い
い
の
か
も

知

れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
古

人
が
抱
い
た
イ
メ
ー

ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
面
白
く
も
思
え
て
く
る
。

こ
の
醍
醐
山
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
が
、
上
醍
醐
か
ら

高

塚

山
を

経
て
下
り

て
く

る
コ
ー
ス
以
外

に

も
、
音

羽
山
方

面
に
抜
け
る
コ
ー
ス
や
、
「
い
に

し
え
の
難

路
」
岩

間
越

え
の
コ
ー
ス
な
ど
が
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
な
背
景
を
重
ね
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
楽
し
み
方

も
膨
ら
ん
で
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

おおおお

遍
路
遍
路
遍
路

遍
路

と

と
も

に

と

と
も

に

と

と
も

に

と

と
も

に
、、、、

巡
礼
路

巡
礼
路

巡
礼
路

巡
礼
路

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て
名
高
名
高
名
高

名
高

い

の
が

い

の
が

い

の
が

い

の
が

西
国

三
十

三
箇

所

西
国

三
十

三
箇

所

西
国

三
十

三
箇

所

西
国

三
十

三
箇

所
。。。。

太太太太

閤
大

花

見

閤
大

花

見

閤
大

花

見

閤
大

花

見

で
も
で
も
で
も
で
も

知知知知

ら
れ

る

ら
れ

る

ら
れ

る

ら
れ

る

醍
醐

山

醍
醐

山

醍
醐

山

醍
醐

山

に
は
に
は
に
は

に
は
、、、、

十

一
番

札

所

十

一
番

札

所

十

一
番

札

所

十

一
番

札

所

のののの
上
醍
醐

准

胝
堂

上
醍
醐

准

胝
堂

上
醍
醐

准

胝
堂

上
醍
醐

准

胝
堂

が

あ

る

が

あ

る

が

あ

る

が

あ

る
。。。。

山
麓
山
麓
山
麓

山
麓

のののの
醍
醐

寺

境

内

醍
醐

寺

境

内

醍
醐

寺

境

内

醍
醐

寺

境

内

か

ら
か

ら

か

ら

か

ら
、、、、

三
十

三
箇

所
中

三
十

三
箇

所
中

三
十

三
箇

所
中

三
十

三
箇

所
中

で
も
で
も
で
も
で
も

難
路
難
路
難
路

難
路

にににに
数数数数

ええええ

ら
れ
た

ら
れ
た

ら
れ
た

ら
れ
た
上
醍
醐

上
醍
醐

上
醍
醐

上
醍
醐

へ
の
へ
の
へ
の
へ
の
道道道道
を
た
ど

っ
て
み
よ
う

を
た
ど

っ
て
み
よ
う

を
た
ど

っ
て
み
よ
う

を
た
ど

っ
て
み
よ
う
。。。。

July７

市街地から眺める醍醐の山々。この山並みを越えて、近江の国から東国へと向かった。市街地から眺める醍醐の山々。この山並みを越えて、近江の国から東国へと向かった。市街地から眺める醍醐の山々。この山並みを越えて、近江の国から東国へと向かった。市街地から眺める醍醐の山々。この山並みを越えて、近江の国から東国へと向かった。
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「「「「
水水水水

のののの

山山山山

」」」」

六

甲

六

甲

六

甲

六

甲

へへへへ

六

甲

住

吉

道

六

甲

住

吉

道

六

甲

住

吉

道

六

甲

住

吉

道
約

６

時

間

居
留

外

国

人
た
ち

に
よ
る

の
開

拓

よ
り

早

P
la
y
-G
ro
u
n
d

R
O
K
K
O

く

、
六

甲
を

越

え
る
交

易

路
は
開

か
れ
て
い
た
。
住
吉

川
を

さ
か
の

ぼ
る
住

吉

道

も

そ

の

一
つ
。
こ
の
住

吉

道

は
、
六

甲

山
を

舞

台

と
す

る
長

い
交

通

史

を

窺

わ
せ
る
だ
け

で
な
く

、
六

甲

山
の
も

う

一
つ
の

姿

、
「
水
の
山
」
六

甲
の
印
象

を

強
く

漂
わ
せ
て
い
る
。

住
吉

川
は
、
昭

和

十

三
年

に
発

生

し
た

阪

神

大

水

害

で
甚

大
な

被

害

を

だ

し

た

河

川

で
あ

る
。
大

水

害

の
被

害

を

受

け

て
流

域

に

は

堰

堤

や

砂

防
ダ

ム
が
多

く

築

か
れ

た

。
そ

の
姿

も

ま

た

六

甲

を

語
る
上
で
は
忘

れ
ら

れ
な
い

一
面
な
の
で
あ
る
。

住
吉

川
の
五

助
ダ
ム
は
、
六

甲
で
は
最

大

級

の
砂

防
ダ
ム
。
夏

場

に
は
涼
し
げ
な
景
観
が
楽
し
め
る

の
だ
が
、
大
水
害
の
教

訓
か
ら
造

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て

お
き
た
い
。

ま
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
上
で
は

手
ご
ろ
な
休
憩
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ

て
い
る
五
助
ダ
ム
上
部
の
澱
み
だ

が
、
五
助
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
で
き

た
澱
み
で
あ
る
以
上
、
こ
こ
に
も

ま
た
大
水
害
の
記
憶
は
刻
ま
れ
て

い
る
。

芦

屋

芦

屋

芦

屋

芦

屋

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
を

筆

頭

筆

頭

筆

頭

筆

頭

にににに
、、、、
ゴ

ツ
ゴ

ツ
し
た

ゴ

ツ
ゴ

ツ
し
た

ゴ

ツ
ゴ

ツ
し
た

ゴ

ツ
ゴ

ツ
し
た
岩

山
岩

山

岩

山

岩

山

の
イ

メ
ー
ジ
が

の
イ

メ
ー
ジ
が

の
イ

メ
ー
ジ
が

の
イ

メ
ー
ジ
が

強強強強

いいいい
六
甲
山

六
甲
山

六
甲
山

六
甲
山
だ
が
だ
が
だ
が
だ
が

、、、、

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の
懐懐懐懐

にににに
入入入入
る
と
る
と
る
と

る
と
、、、、

そ

こ
は

そ

こ
は

そ

こ
は

そ

こ
は
同
時
同
時
同
時
同
時

にににに

「「「「

水水水水

のののの
山山山山
」」」」

でででで

も

あ

る

こ
と
が

わ

か

る

も

あ

る

こ
と
が

わ

か

る

も

あ

る

こ
と
が

わ

か

る

も

あ

る

こ
と
が

わ

か

る
。。。。

中中中中

で
も
で
も
で
も
で
も

五
助
五
助
五
助
五
助

のののの
澱澱澱澱

み
を
み
を
み
を
み
を
擁擁擁擁

す

る

す

る

す

る

す

る
住

吉
道

住

吉
道

住

吉
道

住

吉
道

はははは
、、、、

水水水水

のののの
六
甲
六
甲
六
甲
六
甲
をををを
楽楽楽楽

し
む

に
は

し
む

に
は

し
む

に
は

し
む

に
は
最
適
最
適
最
適
最
適

のののの
潤潤潤潤

い

コ
ー

ス
だ

い

コ
ー

ス
だ

い

コ
ー

ス
だ

い

コ
ー

ス
だ
。。。。

五助ダムを越えると、高山湿地帯のような景観が広がる。だが、これも五助ダムによってで五助ダムを越えると、高山湿地帯のような景観が広がる。だが、これも五助ダムによってで五助ダムを越えると、高山湿地帯のような景観が広がる。だが、これも五助ダムによってで五助ダムを越えると、高山湿地帯のような景観が広がる。だが、これも五助ダムによってで

きたものである。きたものである。きたものである。きたものである。

大水害は谷崎潤一郎の「細雪」にも描大水害は谷崎潤一郎の「細雪」にも描大水害は谷崎潤一郎の「細雪」にも描大水害は谷崎潤一郎の「細雪」にも描

かれた。甲南小学校横の文学碑かれた。甲南小学校横の文学碑かれた。甲南小学校横の文学碑かれた。甲南小学校横の文学碑
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鎮

座

鎮

座

鎮

座

鎮

座

す

る

す

る

す

る

す

る

湖

東

湖

東

湖

東

湖

東

のののの

雄雄雄雄

伊

吹

山

伊

吹

山

伊

吹

山

伊

吹

山

約

８

時

間

伊

吹

山

は
関

西

で
は
数

少

な

い

一
〇

〇

〇

㍍

超

の
山
で
あ

る
。

し
か
も

独

立

峰

で
の

一
〇

〇

〇
㍍

超

と
な
る
と
、
伊

吹

を

お
い
て
他

に
は
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
、
注

目
の
度

合

い
も

高

い
山
と
な
っ
て
い
る
。

登

山
案

内

書

の
古

典

『
日
本

百

名

山

』
で
は
、
関

西
の
山
は
ほ
と

ん
ど
採

用

漏
れ
と
な
っ
て
い
る
が
、
伊

吹

は
例

外

だ
っ
た
よ

う

だ
。
い

く

ぶ
ん
斜

視

的

な
記

述
も

あ

る
と
は
い
え
、
伊

吹

は
深

田
御

大
の
眼

鏡

に
も

叶

う

力
を

備

え
た

山
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
伊
吹
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
百
名

山
の
時
代
と
は
か
な

り
変
わ
っ
て
い
る
。
伝
説
の
山
、
薬
草
の
山
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
山
…
…
と
い

っ
た
と
こ
ろ
は
、
現
在
で
は
二
の
次
で
あ
る
。
今
で
は
花
の
山
、
す
な
わ
ち

高

山
植
物
の
宝
庫

た
る
側

面
が
注

目
を
集

め
て
い
る
。
物
の
見

方
、
考

え
方
は
時

代
と
と
も

推
移
す
る
の
は
当
た
り

前
な
の
だ
が
、
案

内
書

の

世
界
に
も
同
様
の
こ
と
が
窺
え
て
興
味
深
い
。

August８

琵
琶
湖

琵
琶
湖

琵
琶
湖

琵
琶
湖

のののの
東東東東

、、、、

湖
東
湖
東
湖
東

湖
東

エ
リ

ア
に

エ
リ

ア
に

エ
リ

ア
に

エ
リ

ア
に
雄

大
雄

大

雄

大

雄

大
なななな
姿姿姿姿

をををを

見見見見

せ
る
せ
る
せ
る
せ
る

伊

吹

山

伊

吹

山

伊

吹

山

伊

吹

山
。。。。

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の
山

頂

山

頂

山

頂

山

頂

一
帯
一
帯
一
帯
一
帯

はははは

「「「「

天
上
天
上
天
上
天
上

の
お
の
お
の
お
の
お
花

畑
花

畑

花

畑

花

畑
」」」」
と
も
と
も
と
も
と
も

呼呼呼呼
ば

れ

ば

れ

ば

れ

ば

れ
、、、、

西

日
本

西

日
本

西

日
本

西

日
本

でででで
高

山
植
物

高

山
植
物

高

山
植
物

高

山
植
物
がががが

観
察
観
察
観
察
観
察

で
き

る

で
き

る

で
き

る

で
き

る
数

少

数

少

数

少

数

少
な

い

ス
ポ

ッ
ト

な

い

ス
ポ

ッ
ト

な

い

ス
ポ

ッ
ト

な

い

ス
ポ

ッ
ト
。。。。

と

り
わ

け

と

り
わ

け

と

り
わ

け

と

り
わ

け

夏夏夏夏
か

ら
か

ら

か

ら

か

ら
秋秋秋秋

に
か

け

て

の
シ
ー
ズ

に
か

け

て

の
シ
ー
ズ

に
か

け

て

の
シ
ー
ズ

に
か

け

て

の
シ
ー
ズ

ン
に
は

ン
に
は

ン
に
は

ン
に
は
、、、、
多多多多
く

の

く

の

く

の

く

の
草
花
草
花
草
花
草
花
がががが
競競競競

いいいい
合合合合
う
よ
う

に

う
よ
う

に

う
よ
う

に

う
よ
う

に
開
花
開
花
開
花
開
花
す
る
す
る
す
る

す
る
。。。。

独特の地勢は山頂付近に、他では見られない「お花畑」を形成する。独特の地勢は山頂付近に、他では見られない「お花畑」を形成する。独特の地勢は山頂付近に、他では見られない「お花畑」を形成する。独特の地勢は山頂付近に、他では見られない「お花畑」を形成する。

（上）ヤマゼリ（上）ヤマゼリ（上）ヤマゼリ（上）ヤマゼリ

（中）コオニユリ（中）コオニユリ（中）コオニユリ（中）コオニユリ

（下）キリンソウ（下）キリンソウ（下）キリンソウ（下）キリンソウ
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仏

教

仏

教

仏

教

仏

教

のののの

聖

地

天

涯

聖

地

天

涯

聖

地

天

涯

聖

地

天

涯

のののの

要

塞

要

塞

要

塞

要

塞

比

叡

山

比

叡

山

比

叡

山

比

叡

山

約

７

時

間

平
安
時
代
、
伝
教

大
師
最
澄
に
よ
っ
て
天
台

宗
が
開
か
れ
、
延
暦
寺
が
創
建
さ
れ
た
。
鬼
門

の
方
角
か
ら
帝
都
を
見
お
ろ
す
こ
と
で
、
比
叡

山
は
京
都
の
み
な
ら
ず
、
国
家
に
と
っ
て
も
重

要
な
意
味
を
持
つ
山
と
な
っ
た
。
『
源
氏
物
語
』

に
も

「
山
の
僧
都
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
登
場

す
る
よ
う
に
、
「
山
」
と
い
う
普

通
名
詞
が
、
比

叡

山
を
意

味
す
る
固
有

名
詞
と
し
て
通
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
視
覚

的
な
大
き
さ
に

よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
比
叡

山
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
北
嶺
」
と
い

う
言
葉
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
南
都
」
と
の

対
で
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
、
奈
良

は
興

福

寺

と
の
勢

力
争

い
を

語
る
文

脈

に
な

る
。
武

蔵
坊
弁
慶
の
姿
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
荒

く

れ
坊
主

の
印
象

も

強
く

、
比
叡

山
に
は
宗

教

的
な
空
気
と
同
時
に
武
闘
派
的
な
雰
囲
気

も
漂
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
山
の
荒

法
師
た
ち

＝
僧
兵
が
歴

史
の
前

面
に
跳
梁
す
る
の
は
た
び
た
び
の
こ
と

で
は
あ
る
。
中
で
も
大
き
く

語
ら
れ
る
事
件
と

し
て
は
、
比
叡

山
そ
の
も
の
が
戦
場
と
な
っ
た
南

北
朝
動

乱
の
お
り
、
足
利
尊
氏
の
離

反
に
よ
っ

て
都
を
追
わ
れ
る
か
た
ち
と
な
っ
た
後
醍
醐
天

皇
が
身

を
寄
せ
た
際
の
こ
と
、
あ
る
い
は
織

田

政
権
下
に
お
い
て
足
利
義

昭
を
支
持
し

た
こ
と
か
ら
全

山
が
包
囲
さ
れ
焼
き
討

ち
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
何

度
も

政
治
権

力
と

の
衝
突

を
繰
り

返
し
て
き
た
の
だ
が
、

そ
も
そ
も

比
叡

山
が
武
装
化
で
き
た
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
一
つ
に
は
宗
教
的
権
威

を
か
ざ
す

こ
と
で
世
俗
の
権
柄
を
無

視

す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
比
叡

山
そ
の

も
の
が
地
形
的
に
天
然
の
要
塞

と
し
て

屹
立
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
京
都
側
か
ら
見

上
げ

る
山
容
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
は
推
測
で
き

る
。
登

山
道

の
雲

母

坂
を
歩

い
て
み
る

き

ら

ら

ざ

か

と
、
急
峻
な
坂
道
を
登
り
続
け
ね
ば
な

ら
ず

、
往
時

の
姿
を

体
感

す

る
こ
と
に

も
な
る
。

ち
な
み
に
、
現
在
で
は
整
備
さ
れ
た
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
雲

母
坂
に

は
、
後

醍

醐

天
皇

を

匿
っ
た

際
に
「
朝

敵
」
を
向
こ
う
に
ま
わ
し
て
戦
っ
た
こ
と
の
栄
誉

が
称
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
、
ゆ
か
り
の
顕
彰
碑

が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

山

上
山

上

山

上

山

上

にににに
巨
大
伽

藍

延

暦
寺

巨
大
伽

藍

延

暦
寺

巨
大
伽

藍

延

暦
寺

巨
大
伽

藍

延

暦
寺
がががが

構構構構

え
る
え
る
え
る
え
る

比
叡

山

比
叡

山

比
叡

山

比
叡

山

はははは
、、、、

日
本

仏
教

日
本

仏
教

日
本

仏
教

日
本

仏
教

のののの
聖
地
聖
地
聖
地

聖
地

で
あ
で
あ
で
あ
で
あ

る

と

と
も

に

る

と

と
も

に

る

と

と
も

に

る

と

と
も

に
、、、、
史

上
有

数

史

上
有

数

史

上
有

数

史

上
有

数

のののの
戦
略

拠

点

戦
略

拠

点

戦
略

拠

点

戦
略

拠

点
だ

っ
た

だ

っ
た

だ

っ
た

だ

っ
た
。。。。

京
都

側

京
都

側

京
都

側

京
都

側

のののの
雲

母
坂

雲

母
坂

雲

母
坂

雲

母
坂

をををを
登登登登

る

と
る

と

る

と

る

と

山
岳

要
塞

山
岳

要
塞

山
岳

要
塞

山
岳

要
塞

だ

っ
た

い
に
し
え

の

だ

っ
た

い
に
し
え

の

だ

っ
た

い
に
し
え

の

だ

っ
た

い
に
し
え

の
姿姿姿姿

もももも

偲偲偲偲
ば

れ

ば

れ

ば

れ

ば

れ

、、、、

山

頂
広

場

山

頂
広

場

山

頂
広

場

山

頂
広

場

か

ら
か

ら

か

ら

か

ら
京京京京

のののの

街街街街
をををを
臨臨臨臨
め
ば
め
ば
め
ば
め
ば
、、、、
延
暦
寺

延
暦
寺

延
暦
寺

延
暦
寺

のののの
歴
史
的

歴
史
的

歴
史
的

歴
史
的
なななな
意
味
合

意
味
合

意
味
合

意
味
合

い
が
い
が
い
が
い
が
実
感
実
感
実
感
実
感

で
き
る

で
き
る

で
き
る

で
き
る
。。。。

洛北・松ヶ崎から眺める比叡山。現代でも大きな存在感がある。洛北・松ヶ崎から眺める比叡山。現代でも大きな存在感がある。洛北・松ヶ崎から眺める比叡山。現代でも大きな存在感がある。洛北・松ヶ崎から眺める比叡山。現代でも大きな存在感がある。
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森森森森

とととと

水水水水

の

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

の

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

の

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

の

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス

約

５

時

間

六
甲
の
地
名
は
面
白
い
。
あ
る
い
は
奥
が
深

い
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
カ
タ
カ
ナ
言
葉
が

用
い
ら
れ
て
い
る
点
だ
け
を
い
う
の
で
は
、
山
の

開
拓
史
を
繙
く
と
、
い
わ
ゆ
る
居
留
外
国
人
た

ち
の
活
動
が
大
き
く

取
り
ざ
た
さ
れ
る
の
で
、

驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
外

国

人
た
ち
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
セ
ン

ス
が
良
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
生

田
川

上
流

を

と
呼

ん
だ
あ
た
り

T
w
e
n
ty
-C
ro
s
s
in
g

は
、
そ
の
真
骨
頂
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

と
は
、
二
十

回
ほ
ど
渡
渉

T
w
e
n
ty
-C
ro
s
s
in
g

を
繰
り

返
す
道
、
つ
ま
り

川
の
両
岸
を
行
き
来

し
な
が
ら
歩
く
道
と
い
う
意
味
で
の
命
名
で
あ

る
。

と
い
う
数
字
は
さ
て
お
き
、
川
辺

T
w
e
n
ty

の
道
に
対
す
る
深
い
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
。

彼
ら
が
六
甲
を
郊
外
の

と
し

P
la
y
-G
ro
u
n
d

た
の
は
明
治
末
期
の
こ
と
だ
か
ら
、
一
九
世
紀

か
ら

二
〇

世
紀

へ
の
変

わ
り

目
の
時

代
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
史
的
な
区
分
を
当
て
は

め
る
と
、
「
世
紀
末
」
と
称
さ
れ
る
時

代
だ
。
し

か
し
、
六
甲
の
地
名
に
は
、
そ
の

一
時

代
前
の

「
ロ
マ
ン
主
義
」
の
香
り
が
漂
う
。
イ
ギ
リ
ス
や
ド

イ
ツ
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本

土
に
お
け
る
思

潮
が

ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
れ
る
形
に
な
っ
て
、
日
本
で
展
開

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。

六
甲
を
開
い
た
居
留
外
国
人
と
い
え
ば
、
ま

ず
は
Ａ
・グ
ル
ー
ム
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
る
。
グ

ル
ー
ム
や
そ
の
周
辺
の
人

々
に
ロ
マ
ン
主
義
的
な

趣

味
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
よ
く

わ
か
ら

な
い
。
そ
れ
で
も
生

田
川
上
流
の
道
に
名
前
を

残
す

シ
ェ
ー
ル
あ
た
り
に
は
、
そ
の
雰

囲
気

が

感
じ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ェ
ー
ル
の
足
跡
も

詳
し
く
確

認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
厳

密
な
意
味
で
の
正
し
い
評
価
と
は
い
え
な
い
の
だ

が
、

か
ら
シ
ェ
ー
ル
道
、
そ
し

T
w
e
n
ty
-C
ro
s
s
in
g

て
穂
高

湖
へ
と
歩
く
と
、
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
詩

人
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
世
界
へ
の
ま
な
ざ
し
も
感
じ

ら
れ
る
。

September９

「「「「

ト

ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス

ト

ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス

ト

ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス

ト

ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス

」」」」
と
は
と
は
と
は

と
は
、、、、
六
甲
山

六
甲
山

六
甲
山

六
甲
山
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
流流流流
れれれれ

=
T
w
e
n
ty
-C
ro
s
s
in
g

出出出出

るるるる
生

田
川
上
流

生

田
川
上
流

生

田
川
上
流

生

田
川
上
流

のののの
異
名
異
名
異
名

異
名
。。。。

六

甲

山

六

甲

山

六

甲

山

六

甲

山
をををを
郊

外

郊

外

郊

外

郊

外

のののの
別
荘

地

別
荘

地

別
荘

地

別
荘

地

にににに
開
拓
開
拓
開
拓

開
拓

し
た
し
た
し
た
し
た

居
留
居
留
居
留

居
留

、

「

」

、

「

」

、

「

」

、

「

」

外
国
人

外
国
人

外
国
人

外
国
人

のののの
間間間間

でででで
使使使使
わ
れ

て
い
た

わ
れ

て
い
た

わ
れ

て
い
た

わ
れ

て
い
た
名
前
名
前
名
前
名
前

でででで

渡
渉
渡
渉
渡
渉
渡
渉
をををを
繰繰繰繰

り
か
え
す

り
か
え
す

り
か
え
す

り
か
え
す

二
十
渉

二
十
渉

二
十
渉

二
十
渉

のののの
意意意意
が
あ
る

が
あ
る

が
あ
る

が
あ
る
。。。。

こ
の
ト
ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス
か
ら

こ
の
ト
ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス
か
ら

こ
の
ト
ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス
か
ら

こ
の
ト
ゥ

エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス
か
ら
摩
耶
山

摩
耶
山

摩
耶
山

摩
耶
山
をををを

目
指
目
指
目
指
目
指
すすすす
。。。。

生田川上流域では、静かな森林の中を道が続いている。生田川上流域では、静かな森林の中を道が続いている。生田川上流域では、静かな森林の中を道が続いている。生田川上流域では、静かな森林の中を道が続いている。

山頂のため池は、上高地に通じる雰囲気があ山頂のため池は、上高地に通じる雰囲気があ山頂のため池は、上高地に通じる雰囲気があ山頂のため池は、上高地に通じる雰囲気があ

ったことから、穂高湖と名付けられた。ったことから、穂高湖と名付けられた。ったことから、穂高湖と名付けられた。ったことから、穂高湖と名付けられた。
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北

山

杉

北

山

杉

北

山

杉

北

山

杉

のののの

里里里里

にににに

秘

瀑

秘

瀑

秘

瀑

秘

瀑

をををを

訪訪訪訪

ね

る

ね

る

ね

る

ね

る

菩

提

菩

提

菩

提

菩

提

のののの

滝滝滝滝

約

５

時

間

川
端
康
成
の
『
古
都
』
は
、
京
都
の
美
し
い
一

年
を
描
い
た
作

品
と
し
て
、
映

画
を
は
じ
め
、

こ
れ
ま
で
も
何
度
も
映
像
化
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
春
の
平
安
神
宮
に
せ
よ
、
祇
園
祭
の
夜

に
せ
よ
、
あ
る
い
は
優
雅
な
京
こ
と
ば
に
せ
よ
、

描
か
れ
た
風
物
が
美
し
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
小

説
の
世
界
を
期
待
し
て
京
都
を
訪
れ
た
者
を

失
望
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
舞
台
と
な
っ
た
の
が

昭
和
三
〇
年
代
の
京
都
で
あ
る
こ
と
を
差
し
引

い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
作
り
物
っ
ぽ
さ
は
否
め

な
い
。

し
か
し
、
川
端
の
描
く

世
界
に
は
、
『雪
国
』

に
し
て
も

『伊
豆
の
踊
子
』
に
し
て
も
、
失
わ
れ
た

日
本
の
美
に
対
す
る
郷
愁
が
色
濃
く

漂
っ
て
い

る
。
『
古
都
』
が
観
光

都
市
の
四
季
と
年
中

行
事

を
描
い
て
い
る

だ
け
に
、
観
光
客
的

な
目
線
か
ら
の
期
待

も

持

っ
て
し
ま
う

の

だ
が
、
描

か
れ
て
い

る
の
は
川
端
の
時

代

に
お
い
て
で
さ

え
、

す
で
に
失
わ
れ
た
美

し
さ
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

菩
提
の
滝
そ
れ
自

体
は
、
小
説
の
な
か

で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
北
山
杉
を
語
る
う
え
で
は
重
要
な

場
所
で
あ
る
。
磨
き
丸
太
と
も
呼
ば
れ
る
北
山

杉
、
製

品
に
仕

上
げ

ら

れ
た
時

の
艶

や
か
さ

は
、
こ
の
滝

壺
で
採

取
し
た
肌
理
の
細
か
い
砂

き

め

を

研
磨
剤
に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
て
い

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
現
代
で
は
行
わ

れ
て
い
な
い
遠
い
過
去
の
風
習
な
の
だ
が
、
菩
提

の
滝

と
北
山
杉
の
美
し
さ
は
、
象

徴
的
な
と
こ

ろ
で
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
『
古
都
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
千
重
子
が
北
山

杉
の
里
に
対
し
て
抱
い
た
、
抑
え
き
れ
な
い
懐

か
し
さ
、
そ
の
感

慨
を
現
代
の
北
山
町
の
風
景

か
ら
感

じ
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
北
山

町
の
街

並
み
も
現
代
的
な
も
の
に
装
い
を
改
め
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
『
古
都
』
に
描
か
れ
た
世
界

は
、
そ
れ
が
言
葉
の
上
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、

虚
構
の
美
し
さ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
け
ば
、

現

実

と
の
乖

離
も

そ
れ
ほ
ど
苦

に
は
な
ら

な

い
。
た
と
え
す
ぐ
近
く
を
舗
装
さ
れ
た
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
の
道
が
通
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
菩
提
の

滝

な
ど
は
、
失

わ
れ
た
美

し
さ
を

幻
視

す

る

よ
す
が
に
な
っ
て
く
れ
る
。

菩

提
菩

提

菩

提

菩

提

のののの
滝滝滝滝

はははは
、、、、

北

山
杉

北

山
杉

北

山
杉

北

山
杉

のののの
里里里里
、、、、

北

山

町
中

川

北

山

町
中

川

北

山

町
中

川

北

山

町
中

川

に
あ

る

に
あ

る

に
あ

る

に
あ

る
。。。。

川
端
康

成

川
端
康

成

川
端
康

成

川
端
康

成

のののの
小
説
小
説
小
説
小
説

『『『『

古
都
古
都
古
都
古
都

』』』』

に
も
に
も
に
も
に
も
登

場
登

場

登

場

登

場
す

る
が

す

る
が

す

る
が

す

る
が

、、、、
観
光
観
光
観
光

観
光

ス
ポ

ッ
ト
と

い
う

よ
り
は

ハ
イ
キ

ン

ス
ポ

ッ
ト
と

い
う

よ
り
は

ハ
イ
キ

ン

ス
ポ

ッ
ト
と

い
う

よ
り
は

ハ
イ
キ

ン

ス
ポ

ッ
ト
と

い
う

よ
り
は

ハ
イ
キ

ン

グ

コ
ー

ス
の

グ

コ
ー

ス
の

グ

コ
ー

ス
の

グ

コ
ー

ス
の

一
環
一
環
一
環
一
環

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て
紹

介
紹

介

紹

介

紹

介

さ

れ

る

こ
と
が

さ

れ

る

こ
と
が

さ

れ

る

こ
と
が

さ

れ

る

こ
と
が

多多多多

いいいい
。。。。

こ
の
こ
の
こ
の

こ
の
菩
提
菩
提
菩
提

菩
提

のののの
滝滝滝滝

をををを

メ
イ

ン
に
し

て

メ
イ

ン
に
し

て

メ
イ

ン
に
し

て

メ
イ

ン
に
し

て
、、、、
北
山
郷

北
山
郷

北
山
郷

北
山
郷
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
本
阿
弥
光
悦

本
阿
弥
光
悦

本
阿
弥
光
悦

本
阿
弥
光
悦
ゆ
か
り

の

ゆ
か
り

の

ゆ
か
り

の

ゆ
か
り

の
鷹
峯
鷹
峯
鷹
峯

鷹
峯
ま

で

ま

で

ま

で

ま

で
歩歩歩歩
くくくく
。。。。

丸太をみがいている家があった。水にひたした丸太をあげ丸太をみがいている家があった。水にひたした丸太をあげ丸太をみがいている家があった。水にひたした丸太をあげ丸太をみがいている家があった。水にひたした丸太をあげ

て、菩提の砂で、女たちがていねいにみがいている。樺色て、菩提の砂で、女たちがていねいにみがいている。樺色て、菩提の砂で、女たちがていねいにみがいている。樺色て、菩提の砂で、女たちがていねいにみがいている。樺色

の粘土のように見える砂で、菩提の滝の下から取ってくるの粘土のように見える砂で、菩提の滝の下から取ってくるの粘土のように見える砂で、菩提の滝の下から取ってくるの粘土のように見える砂で、菩提の滝の下から取ってくる

のだそうである （ 古都』より）のだそうである （ 古都』より）のだそうである （ 古都』より）のだそうである （ 古都』より）。『。『。『。『
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古

代

史

古

代

史

古

代

史

古

代

史

のののの

謎

情

念

謎

情

念

謎

情

念

謎

情

念

のののの

山山山山

二

上

山

二

上

山

二

上

山

二

上

山

に

じ

ょ

う

ざ

ん

約

５

時

間

「
神

話

的

想
像

力
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。

夜
の
暗
闇
を
失
っ
た
現
代

人
に
は
難
し
く
も
な

っ
た
感
覚
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も

二
上
山
の
こ
と

を
書
く

と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
こ
の
感

覚
に

触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事

の
発

端

は
飛
鳥

時

代
、
大
津
皇

子
の
憤

死
に
始
ま
る
。
天
武

天
皇

の
皇

子

と
し
て
生

を
受

け
、
長

じ
る
に
従
い
世
評
も
高
ま
っ
て
い

た
に
も

か
か
わ
ら
ず

、
父
帝

が
崩

御
す

る
や

謀

反
の
嫌

疑
が
掛

け
ら

れ
て
刑

死
す

る
の
で

あ
る
。
事

件
の
背

景

に
は
、
大
津
皇

子
に
と
っ

て
の
叔

母
で
あ
り

継

母
、
持

統

天
皇

の
意

向

が
あ
っ
た
と
も
さ
れ
る
の
だ
が
、
真

相
は
不
明

で
あ
る
。

大
津
皇

子
の
遺

体
は

二
上

山
に
埋
葬

さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
『
万
葉

集

』
に
は
伊
勢

斎

宮

だ
っ
た
姉

・
大
伯
皇

女
の
作
と
し
て

お
お
く

の
ひ
め
み

こ

う

つ
そ

み
の

人
な
る
吾

れ

や

明

日
よ

り

は

あ

二
上

山

弟

と
吾
が
見
む

ふ
た
か
み
や
ま

い
ろ
せ

あ

と
い
う

有

名

な

挽

歌
が
載

せ
ら

れ

て
い
る
。

二
上

山
を
弟

と
し
て
見

る
と
い
う

の
は
擬

人

法
で
あ
り

、
愛

す

る
弟

を
奪

わ
れ
た
悲
し
み

の
表

現

で
あ

る
と
解

し
て
も

、
十

分

に
通

じ

る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
だ
け
な
の
だ
ろ
う

か
。

そ

こ
に
は
現

代

人
が
失

っ
た

想

像

力
が
あ

る

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

山
や

巨

岩

に
神

の
姿

を

見

い
だ
す

の
は
、

神

話

の
世

界

で
は
珍

し
く

な
い
。
飛

鳥

の
代

は
、
神

話

時

代

で
は
な
い
し
、
大

津

皇

子

は

神
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
大
伯
皇

女

の
視

線

に
は
、
神

の
姿

を

見

る
眼
差

し
、

そ

の
残

滓

が
感

じ
ら

れ
る
の
で
あ

る
。
斎

宮

と
し
て
神

に
奉

仕

し
て
い
た
が
ゆ
え
に
持
ち

え
た
神

話
的
な
眼
差

し
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

時

代

は
大

き

く

下

り

、
大

正

時

代

に
な

る
。
奈

良

を

旅

行
し
た
和

辻
哲

郎
は
、
二
上

山

を

「
こ
の
黒

く

茂

っ
た

険

し

い
山
ば

か
り

は
、
何

か
し
ら

特

別

の
生

気

を

帯
び
て
、
な

に
か
秘
密

を
蔵
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
」
と

評

し
た
。
ま
た

戦

後

に
な
っ
て
折

口
信

夫

は

お
り
く
ち

し

の

ぶ

二
上

山

の
情

念

を

小

説

に
昇

華

さ

せ
た

。

『
死
者

の
書

』
で
あ
る
。
和

辻
や
折

口
の
場

合

は
、
大

津

皇

子

事

件

の
ほ
か
に
、

一
晩

に
し

て
当
麻

曼

陀
羅
を
編
み
上
げ
た
と
い
う

中
将

姫
伝
説
の
影
響
も
あ
る
。
前
も
っ
て
の
知
識
が

あ

り

、
純

然

た
る
幻
視

者

で
は
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
の
だ
が
、
彼
ら
が
見
た
も

の
と
、
大

伯
皇

女
の
目
に
捉
え
ら
れ
た
も
の
と
は
、
ま
っ

た
く
無

縁
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

特

徴

的
な

双
耳
峰
を

眺
め
て
も
、

一
枚
の

風
景

写
真

を
見
る
目

以
上
の
も

の
を
持
て
な

い
私
た
ち

に
は
確

認
も
で
き
な
い
こ
と
な
の
か

も

知
れ
な
い
。

10 October

大
和
大
和
大
和

大
和

のののの
古

刹
古

刹

古

刹

古

刹

、、、、

当
麻

寺

当
麻

寺

当
麻

寺

当
麻

寺

のののの
背
後
背
後
背
後
背
後

に
そ
び

え
る

に
そ
び

え
る

に
そ
び

え
る

に
そ
び

え
る

双

耳
峰

双

耳
峰

双

耳
峰

双

耳
峰
がががが

二
上

山

二
上

山

二
上

山

二
上

山
。。。。

大

阪
大

阪

大

阪

大

阪

とととと

奈

良

奈

良

奈

良

奈

良

のののの
府

県
境

府

県
境

府

県
境

府

県
境

を
な

す
ダ

イ

ヤ

モ
ン
ド

ト

レ
ー

ル
の

を
な

す
ダ

イ

ヤ

モ
ン
ド

ト

レ
ー

ル
の

を
な

す
ダ

イ

ヤ

モ
ン
ド

ト

レ
ー

ル
の

を
な

す
ダ

イ

ヤ

モ
ン
ド

ト

レ
ー

ル
の
北
端
北
端
北
端

北
端

で
も

あ

る

こ
の

で
も

あ

る

こ
の

で
も

あ

る

こ
の

で
も

あ

る

こ
の

山山山山

はははは
、、、、
古

代
史

古

代
史

古

代
史

古

代
史

にににに
名
高
名
高
名
高

名
高

いいいい
悲
劇
悲
劇
悲
劇

悲
劇

の
プ

リ

ン

ス

の
プ

リ

ン

ス

の
プ

リ

ン

ス

の
プ

リ

ン

ス
大
津

皇

子

大
津

皇

子

大
津

皇

子

大
津

皇

子
ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の
地地地地

でででで
、、、、

お

お

つ

の

み

こ

歴
史
歴
史
歴
史
歴
史

フ

ァ
ン
に
と

っ
て
は

フ

ァ
ン
に
と

っ
て
は

フ

ァ
ン
に
と

っ
て
は

フ

ァ
ン
に
と

っ
て
は
思思思思

いいいい
入入入入
れ

の

れ

の

れ

の

れ

の
強強強強

いいいい
山山山山

で
あ
る

で
あ
る

で
あ
る

で
あ
る
。。。。

当麻寺より眺める二上山のタワ当麻寺より眺める二上山のタワ当麻寺より眺める二上山のタワ当麻寺より眺める二上山のタワ
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錦

繍

錦

繍

錦

繍

錦

繍

のののの

季

節

三

尾

季

節

三

尾

季

節

三

尾

季

節

三

尾

のののの

奥

山

奥

山

奥

山

奥

山

へへへへ

朝

日

峰

朝

日

峰

朝

日

峰

朝

日

峰

約

５

時

間

複

数

の
も

の
ご
と
に
数

を

付
け

て
総

称
し

た
も

の
を
名
数
と
い
い
、
そ
の
習
慣
は
国
内
で

も

古

く

か
ら

行
わ
れ
て
き
た
。
景

物

で
い
え

ば
、
日
本

三
景

や
富

士

五
湖
な
ど
が
よ
く

知

ら

れ
て
お
り

、
京

都

に
限
っ
て
も

五

山
送

り

火

や
東

山

三

十

六

峰

と
い
っ
た

例

が
あ

る
。

三
尾

と
い
う

の
も

有

名
な
名

数

で
、
慣

用

的

さ

ん

び

に
は

「
三

尾

の
紅

葉

」
と
い
う

ふ
う

に
使

わ

れ
、
紅

葉

の
名

所

と
し
て
紹

介

さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
三
尾
な
る
名
数

は
、
高

雄

・

た

か

お

槙
尾

・
栂
尾
の
指
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
槙
尾

ま
き

の
お

と
が

の
お

と
栂

尾

は
さ
て
お
き
、
な
ぜ
高

雄

な
の
だ
ろ

う

。
「
雄
」
の
字

の
下
に
、
申

し

訳
な
さ
そ
う

に
（
尾

）
と
書

か
れ
て
い
る
表

記
も

見

ら
れ
る

の
だ
が
、
名

数

に
す

る
こ
と
を

優

先

し
て
名

前

の
ほ
う

を

強

引
に
書

き
変

え
て
い
る
よ
う

な
雰
囲
気
さ
え
あ
る
。

そ
こ
ま
で
し
て
名

数

に
こ
だ
わ
る
必
要

が

あ
る
の
か
と
訝
し
く

思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
面

白

い
説

が
目
に
付

い
た
。
江

戸
時

代

の
案

内

記

「
雍

州
府

志
」
に
書

か
れ
て
い
た
も

の
で
、

よ
う
し
ゅ
う

ふ

し

高

雄

山

山
の
形
、
鷹

の
尾
に
似
た
り

。
故
に

或
い
は
鷹

尾

山
と
称
す

た

か

お

と
い
う

説

で
あ

る
。
こ
れ
に
の
っ
と
れ
ば

、
三

尾

と
い
う

名

数

は

「
鷹

尾

・
槙

尾

・
栂

尾

」
か

ら

生

ま
れ
た
こ
と
に
な
り

、
綺

麗

に
「
尾
」
が

並
ぶ
。

三
尾

と
い
う

名

数

が
い
つ
頃

か
ら

使

わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
は
、
よ

く

わ
か
ら

な
い
。
い
つ
し
か
、
「
鷹

尾
」

の
表

記
が
、
一
般

的
な

「
高

雄
」
に
吸

収
さ
れ
、
鷹

尾

の
方

は
忘

れ
ら

れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
結

果
、
「
高

雄

（
尾

）

・
槙

尾

・
栂
尾
」
と
い
っ
た
苦
し
紛
れ
の

書

き

方

も

な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。

な
お
、
今

回
の
主

役

で
あ

る
朝

日

峰
だ
が
、
こ
の
山
も
実
は
名
数
を
作
っ

て
い
る
。
先

に
挙

げ

た

「
雍

州
府

志

」

に
見

ら

れ

る
も

の
で
、
愛

宕

山
の
項

に
山

上

に

五
嶽

、
朝

日
の
峯

、
大

鷲

の

峯
、
高

雄

山
、
龍

上
山
、
賀
魔

蔵

山
有
り

か

ま

く

ら

と
あ
る
。
現

代
で
は
馴
染
み
も

薄
く
な
っ
て
い

る
の
だ
が
、
「
愛

宕

五
嶽

」
と
で
も

呼

ぶ
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う

、
そ

の

一
角

を

朝

日
峰

は

担
っ
て
い
る
。

高

雄

山

高

雄

山

高

雄

山

高

雄

山
と

か
と

か

と

か

と

か
愛
宕

山

愛
宕

山

愛
宕

山

愛
宕

山

と

か

の

と

か

の

と

か

の

と

か

の
名
前
名
前
名
前

名
前

はははは
、、、、

古古古古

く

は

く

は

く

は

く

は

三
尾
三
尾
三
尾
三
尾

のののの
背
後
背
後
背
後

背
後

にににに
位

置

位

置

位

置

位

置
す

る

す

る

す

る

す

る

山
全
体

山
全
体

山
全
体

山
全
体
をををを
指指指指

し

て
い
た

し

て
い
た

し

て
い
た

し

て
い
た
。。。。
朝

日
峰

朝

日
峰

朝

日
峰

朝

日
峰

は
そ

こ
に

は
そ

こ
に

は
そ

こ
に

は
そ

こ
に
含含含含
ま
れ
る
ピ
ー
ク

の

ま
れ
る
ピ
ー
ク

の

ま
れ
る
ピ
ー
ク

の

ま
れ
る
ピ
ー
ク

の

一一一一
つ
で
つ
で
つ
で
つ
で
、、、、

神

護

寺

神

護

寺

神

護

寺

神

護

寺

・・・・
西
明
寺

西
明
寺

西
明
寺

西
明
寺

・・・・
高

山
寺

高

山
寺

高

山
寺

高

山
寺

と

い

っ
た

と

い

っ
た

と

い

っ
た

と

い

っ
た
名

刹

拝
観

名

刹

拝
観

名

刹

拝
観

名

刹

拝
観

とととと
組組組組

みみみみ
合合合合

わ

せ
た

わ

せ
た

わ

せ
た

わ

せ
た
紅
葉
紅
葉
紅
葉

紅
葉

狩狩狩狩
り

ハ
イ
キ

ン
グ
が

り

ハ
イ
キ

ン
グ
が

り

ハ
イ
キ

ン
グ
が

り

ハ
イ
キ

ン
グ
が
楽楽楽楽

し
め
る

し
め
る

し
め
る

し
め
る
。。。。

「山の端にわれも入りなむ月も入れ 夜な夜なごとにま「山の端にわれも入りなむ月も入れ 夜な夜なごとにま「山の端にわれも入りなむ月も入れ 夜な夜なごとにま「山の端にわれも入りなむ月も入れ 夜な夜なごとにま

た友とせむ」た友とせむ」た友とせむ」た友とせむ」

三尾の一つ、高山寺の境内には、川端康成がノーベル三尾の一つ、高山寺の境内には、川端康成がノーベル三尾の一つ、高山寺の境内には、川端康成がノーベル三尾の一つ、高山寺の境内には、川端康成がノーベル

賞授賞式の講演で紹介した、明恵上人の歌碑がある。賞授賞式の講演で紹介した、明恵上人の歌碑がある。賞授賞式の講演で紹介した、明恵上人の歌碑がある。賞授賞式の講演で紹介した、明恵上人の歌碑がある。
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西

播

磨

西

播

磨

西

播

磨

西

播

磨

のののの

麗

峰

麗

峰

麗

峰

麗

峰

明

神

山

明

神

山

明

神

山

明

神

山

約

６

時

間

山
を
語
る
う
え
で
、
標
高
は

大
き
な
指
標
に
な
る
。
深

田
久

弥

の
『
日
本

百

名

山
』
で
も

、

名

山
な
る
も
の
の
目
安
に
標
高

が

入

っ
て
い
る
。
だ
が

標

高

が

低
く
て
も
、
強
い
印
象
を
残
し

て
く
れ
る
山
も
あ
る
。
夢
前
の

ゆ
め
さ
き

明
神

山
は
、
そ
の

一
つ
だ
。

な

に
よ

り

も

山

の
姿

が
美

し
い
。
同
じ
夢
前
に
あ
る
雪
彦

山
の
よ
う

な
峨

々
た
る
山
容

で
は
な
い

が
、
周

囲

の
山

並
み
と
の
相

対

的

な
バ
ラ
ン
ス
が
秀

麗

な
の
で
あ

る
。

こ
の
明

神

山
を

前

に
す

る
と
、
山
の
楽

し
み
方

の

一
つ
に
、
「
見

る
山

道

楽

」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
が
あ

っ
て
も

い
い
よ

う

に
も

思

え
て
く

る
。

小

径

を

踏

み
し

め
て
楽

し

む

山
、
山

頂

か
ら

の
眺

め
を

味

わ

う

山

な
ど
と
並
べ
て
、
麓

か
ら

の
眺

め
に
醍

醐

味

の
あ

る
山
が
存

在

す

る

の
で
あ
る
。

標
高

が
す
べ
て
の
原

因
な
の
か
ど
う
か
、
明
神

山
は
、
深

田
百
名

山

は
も
と
よ
り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
の
「
新
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
選
ん
だ
近
畿

百

名

山
か
ら
も
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
選
定
な
ど
は
ど
こ
吹

く

風
、
素
直
に
好
き
な
も
の
は
好
き
だ
と
言
え
る
山
で
あ
る
。

11 �ovember

西
播

磨

西
播

磨

西
播

磨

西
播

磨

のののの
明
神

山

明
神

山

明
神

山

明
神

山

はははは
、、、、

関

西

関

西

関

西

関

西

で
も
で
も
で
も
で
も
指

折
指

折

指

折

指

折

り

の

り

の

り

の

り

の
美美美美

し

い

し

い

し

い

し

い
山山山山
。。。。

岩

屋
池

岩

屋
池

岩

屋
池

岩

屋
池

のののの
映映映映

るるるる

「「「「

逆逆逆逆
ささささ

明
神
明
神
明
神
明
神

」」」」

のののの
山
容
山
容
山
容
山
容

に
は
に
は
に
は
に
は

「「「「

日
本
日
本
日
本
日
本

の

マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン

の

マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン

の

マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン

の

マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
」」」」
と

の

と

の

と

の

と

の
賛
辞
賛
辞
賛
辞

賛
辞

、、、、

もももも

寄寄寄寄

せ
ら
れ

て

い
る

せ
ら
れ

て

い
る

せ
ら
れ

て

い
る

せ
ら
れ

て

い
る
。。。。

一
年
一
年
一
年
一
年

のののの
中中中中

で
も
で
も
で
も
で
も

、、、、
鮮鮮鮮鮮

や
か
な

や
か
な

や
か
な

や
か
な
紅紅紅紅

やややや
黄
色
黄
色
黄
色

黄
色

にににに
木木木木

々々々々
がががが

色色色色
づ

い
て
く
る
と

づ

い
て
く
る
と

づ

い
て
く
る
と

づ

い
て
く
る
と
、、、、

明
神

山

明
神

山

明
神

山

明
神

山
もももも
見見見見
ご

ろ
を

ご

ろ
を

ご

ろ
を

ご

ろ
を
迎迎迎迎
え
る
え
る
え
る
え
る
。。。。

明神山の山麓は「夢の郷 農業公園」に整備されていて、キャンプ場やロッジもある。明神山の山麓は「夢の郷 農業公園」に整備されていて、キャンプ場やロッジもある。明神山の山麓は「夢の郷 農業公園」に整備されていて、キャンプ場やロッジもある。明神山の山麓は「夢の郷 農業公園」に整備されていて、キャンプ場やロッジもある。

山頂に立つと瀬戸内海まで見晴らせる山頂に立つと瀬戸内海まで見晴らせる山頂に立つと瀬戸内海まで見晴らせる山頂に立つと瀬戸内海まで見晴らせる
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火

鎮

火

鎮

火

鎮

火

鎮

のののの

神

月

詣

神

月

詣

神

月

詣

神

月

詣

り

の

り

の

り

の

り

の

山山山山

愛

宕

山

愛

宕

山

愛

宕

山

愛

宕

山

約

６

時

間

東

の
比
叡

山
に
対

し
て
、
西
の
愛

宕

山
。

こ
れ
ら

は
、
都
の
東

西
に
聳

え
る

二
つ
の
山
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
標
高

の
上
で
抜
き
ん

出

た

二
つ
と
い
う

だ
け

で
な
く

、
視

覚

的

に

も

よ
く

目
立

っ
て
い
る

二
つ
で
あ
る
。
さ
ら

に

は
、
比
叡

山
が

天
台

宗

の
総

本

山
で
あ

る
の

に
対
し
て
、
愛

宕

山
は
月

詣
り

や
千

日
詣
、

火

除
の
護

符

な
ど
民
間

習

俗
の
山
で
あ
り

、

心
の
世
界
で
も
や
は
り
対
峙
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
愛

宕

山
と
比
叡

山
を

比
べ
て

決

定

的

な
違

い
は
と
考

え
る
と
、
ど
う

だ
ろ

う

。
比
叡

山
に
は
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
や
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
な
ど
の
交

通

機

関
が
充

実
し
て
い
て
、

老

若

男

女
、
誰

で
も

登

る
こ
と
が
で
き
る
の

に
対
し
て
、
愛

宕

山
は
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。
山
頂
に
至
る
に
は
、
自
分
の
足

を
信
じ
る
よ
り
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
過

去

の
話

を

持
ち

だ
す

と
、
愛

宕

山
に
も

立

派
な
交

通

機
関
が
通
じ
て
い
た

時

代

が
あ

っ
た
。
軍

部
よ
り

鉄

の
供

出

が
求

め
ら
れ
て
撤
去
さ
れ
た
の
だ
が
、
古
い
観

光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
み
る
と
、
東

洋

一
を
う
た
う
ケ

ー
ブ
ル
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
そ

の
ほ

か
、
山
頂
の
ホ
テ
ル
や

遊

園

地
も

あ
っ

た
ら
し
い
。
愛

宕

山
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の

山
と
い
う

現

在

の
雰

囲

気

か
ら

は
想

像
も
で
き
な
い
規
模
の
大
き
な
リ
ゾ
ー

ト
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ

う

し
た

施

設

は
、
凶

暴

な
時

代

の
う

ね
り

の
中
で
こ
と
ご
と
く

姿
を
消

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
愛

宕

山
に
と
っ

て
は
、
ど
ち

ら

が
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思

う
こ
と
も

あ
る
。
昨
今
の
世
界
遺

産

論
争

で
も

た
び
た
び
耳
に
す

る
問
題
が
愛

宕

山
に
お
い
て

一
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
よ

う
に
実
践
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

す

な
わ
ち

、
有

名

に
な
っ
て
簡

便

に
訪

れ

る
こ
と
が
で
き
、
季

節

を

問
わ
ず

多

く

の
観

光
客

で
賑
わ
う
こ
と
（
ひ
い
て
は
地
域
に
経
済

効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
）
を
よ
し
と
す
る
か
、

知

名

度

も

低

く

、
来

訪
者

が
ま
れ
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
場
所
本

来
の
姿
が
保
た
れ
て
い
る
こ

と
を
よ
し
と
す

る
か
、
そ
の
二
つ
の
せ
め
ぎ
合

い
で
あ
る
。

愛

宕

山
で
は
、
時

代
が
落
ち

着
き
を

取
り

戻

し
た
後

に
も

、
ケ
ー
ブ
ル
の
再
敷

設

は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
抜
群

の
知
名
度

が
あ

る
ハ
イ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
な
の
に
は
変

わ

ら

な
い
か
ら

、
静

寂

の
山
と
呼

ぶ
に
は
、
ほ
ど

遠

い
。
し
か
し
騒

々
し
い
観

光

地
と
な
っ
て
い

る
わ
け

で
は
な
い
。
ど
ち

ら

が
い
い
の
か
、
結

論

は
訪
れ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
の
趣

味
な
い
し
主

義

主

張
に
帰
す

る
と
は
い
え
、
一
つ
の
山
に
お

い
て
、
相

対

す

る

二
つ
の
局

面
が
現

実

的

な

形
で
対

照
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
も
あ
る
。

紅葉の季節、清滝からの表参道は多く紅葉の季節、清滝からの表参道は多く紅葉の季節、清滝からの表参道は多く紅葉の季節、清滝からの表参道は多く

のハイカーが往来するのハイカーが往来するのハイカーが往来するのハイカーが往来する

千

日
詣

千

日
詣

千

日
詣

千

日
詣

り
が
り
が
り
が
り
が

行行行行
わ
れ
る

こ
と

で
も

わ
れ
る

こ
と

で
も

わ
れ
る

こ
と

で
も

わ
れ
る

こ
と

で
も
知知知知
ら
れ
る

ら
れ
る

ら
れ
る

ら
れ
る
愛
宕

山

愛
宕

山

愛
宕

山

愛
宕

山
。。。。
俚
諺
俚
諺
俚
諺

俚
諺

にににに

「「「「

愛
宕
愛
宕
愛
宕
愛
宕
ささささ

ん

へ
は

ん

へ
は

ん

へ
は

ん

へ
は

月月月月
ま

ゐ

り

ま

ゐ

り

ま

ゐ

り

ま

ゐ

り

」」」」

とととと
言言言言
わ

れ

る

ほ
ど

わ

れ

る

ほ
ど

わ

れ

る

ほ
ど

わ

れ

る

ほ
ど

、、、、
京
都
京
都
京
都

京
都

のののの
人人人人

に
は
に
は
に
は

に
は
馴
染
馴
染
馴
染

馴
染

み

の
み

の

み

の

み

の
山山山山

でででで

も

あ

る

も

あ

る

も

あ

る

も

あ

る
。。。。

ま

た
ま

た

ま

た

ま

た
清

滝

川

清

滝

川

清

滝

川

清

滝

川
はははは
紅

葉
紅

葉

紅

葉

紅

葉

のののの
名
勝
名
勝
名
勝

名
勝

と

し

て
も

と

し

て
も

と

し

て
も

と

し

て
も

知知知知

ら
れ
ら
れ
ら
れ

ら
れ

、、、、
晩

秋
晩

秋

晩

秋

晩

秋

に
は
に
は
に
は

に
は
山山山山

肌肌肌肌
がががが
真真真真

っっっっ
赤赤赤赤

にににに
染染染染
ま
る
ま
る
ま
る
ま
る
美
景
美
景
美
景

美
景
とととと
出
合
出
合
出
合
出
合
う

こ
と
が

で
き
る

う

こ
と
が

で
き
る

う

こ
と
が

で
き
る

う

こ
と
が

で
き
る
。。。。
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近

代

近

代

近

代

近

代

ア

ル

ピ

ニ

ズ

ム

ア

ル

ピ

ニ

ズ

ム

ア

ル

ピ

ニ

ズ

ム

ア

ル

ピ

ニ

ズ

ム

胎

動

胎

動

胎

動

胎

動

のののの

地地地地

荒

地

山

荒

地

山

荒

地

山

荒

地

山

とととと

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ン
約

６

時

間

大

正
時

代
の
末
期
か
ら

昭
和
時

代
の
初

期

に
か
け
て
ス
ポ
ー
ツ
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
が
紹
介

さ

れ
、
当
時
の
若
者
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
た
時

代
か
ら

み
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
山
を
楽

し
む
」

人
た
ち

の
様

相
も

目
線

も

別

種
の
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
状

況
を

「
登

山
の
裾

野
が
広

が
っ
た
」
と
い
う

向
き
も
あ
る
。
肯
定

的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
そ

う

言

わ
れ
る
場

合

も

あ

れ
ば

、

否

定

的

な
響

き
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

「
雪

と
岩

」
―

そ

れ
は
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
魂

を

魅

す

る
最
高

至

純

の
誘

惑

で
あ
り

、
ス
キ
ー

と
ザ
イ
ル
と
ピ
ッ
ケ
ル
を

操
る
こ
と
が
ス
ポ
ー

ト
と
し
て
の
登

山
の
神

髄

で
あ

る
。

（
藤
木

九

三
「
岩

・
雪

・
ア
ル
プ
ス
」
）

こ
う

高

ら

か
に
宣

言

す

る
ス
ポ
ー
ツ
ア
ル

ピ
ニ
ズ
ム
を

頂

点

と
す

る
価

値

体
系

が
、
も

し
も

あ
る
と
す

る
の
な
ら

、
山

野
を
散

策

す

る
ハ
イ
カ
ー
た
ち
の
活
動
は
「
裾

野
」
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す

る
遊
び
の
中

で
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
の
違

い
に
序

列
を
持
ち

込

む
の
は
ど
う
か
と
い
う

疑
問
も
残
る
。

も
ち

ろ
ん
、
手

軽
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
だ

と
し
て
も

、
い
い
加

減

な
準

備

と
安

易

な
気

持
ち

で
入
る
こ
と
を

推
奨

す

る
つ
も

り

は
な

い
。
そ
れ
で
も

、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
と
ハ

イ
キ
ン
グ
に
同

じ
基

準

を

あ

て
は
め
て
序

列

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
信
奉

者

が
ハ
イ
カ
ー
た
ち

を
見

下
す

こ
と
は
お
か
し
い

の
と
同
様

に
、
ハ
イ
カ
ー
た
ち

が
開

き
直

っ
た

態

度
で
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
た
ち

の
足

跡
へ
の
敬
意

を

失

う

こ
と
も

許

さ
れ
な
い
と
思

う

。
六

甲

は
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
、
ハ
イ
カ
ー
、
さ
ら
に
は
観
光

客
も

同
居
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
接
す

る
と
こ
ろ
が
ハ
イ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
六

甲

で
あ

っ
て
も

、
こ
こ
で
鍛

錬

を

重

ね
な

が

ら

、
そ
の
彼

方
に
輝
く

銀
嶺

や
未

知
の
大
岩

壁

を

夢

見

た
先

人
た
ち

が
い
た
こ
と
や
、
彼

ら
の
情
熱
も
忘
れ
た
く
な
い
。

芦

屋
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
中
央
陵
コ
ー
ス

だ
け
で
な
く

、
キ
ャ
ッ
ス
ル
ウ
ォ

ー
ル
の
あ

る
高

座

の
滝

エ
リ

ア

や
、
Ａ
懸
な
ど
記
念

碑
的
な
岩

場
の
残
る
地
獄

谷
エ
リ
ア
も
含

ま
れ
る
。
中

央

陵

コ
ー
ス
を
歩

く

だ
け

で
な
く

、
そ
の
他

の
ゲ

レ
ン
デ

の
数

々
を

見

て
ま

わ
っ

て
く

る
だ
け

で
も

、
往

年
の
空

気

は
伝

わ
っ
て
く

る
に
違

い
な

い
。

12 December

近

代
登

山

発
祥

近

代
登

山

発
祥

近

代
登

山

発
祥

近

代
登

山

発
祥

のののの
地地地地

・・・・
六

甲
山

六

甲
山

六

甲
山

六

甲
山

のののの
中中中中

で
も
で
も
で
も
で
も
象

徴

的

象

徴

的

象

徴

的

象

徴

的

にににに
語語語語

ら
れ

る

の
は

ら
れ

る

の
は

ら
れ

る

の
は

ら
れ

る

の
は
、、、、

藤藤藤藤

木

九

三

木

九

三

木

九

三

木

九

三
ら
が
ら
が
ら
が
ら
が

岩岩岩岩

の
ぼ

り

の
ぼ

り

の
ぼ

り

の
ぼ

り
技

術
技

術

技

術

技

術

をををを
磨磨磨磨

い
た
い
た
い
た
い
た
芦

屋

芦

屋

芦

屋

芦

屋

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
だ

ろ
う

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
だ

ろ
う

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
だ

ろ
う

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
だ

ろ
う
。。。。

高

座
高

座

高

座

高

座

のののの
滝滝滝滝

を

ス
タ

ー

ト

し

て

を

ス
タ

ー

ト

し

て

を

ス
タ

ー

ト

し

て

を

ス
タ

ー

ト

し

て
、、、、

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
の

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
の

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
の

ロ

ッ
ク
ガ

ー
デ

ン
の
中中中中

のののの
岩

場
岩

場

岩

場

岩

場
をををを

見見見見

て
ま
て
ま
て
ま
て
ま

わ
り
わ
り
わ
り

わ
り
、、、、
荒
地
山

荒
地
山

荒
地
山

荒
地
山
か
ら
か
ら
か
ら
か
ら
風
吹
岩

風
吹
岩

風
吹
岩

風
吹
岩

へ
と
へ
と
へ
と
へ
と
歩歩歩歩
くくくく
。。。。

今日のクライマーたちにもトレーニングの今日のクライマーたちにもトレーニングの今日のクライマーたちにもトレーニングの今日のクライマーたちにもトレーニングの

場を提供しているキャッスルウォール場を提供しているキャッスルウォール場を提供しているキャッスルウォール場を提供しているキャッスルウォール
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都都都都

のののの

顔

大

顔

大

顔

大

顔

大

のののの

字

探

訪

字

探

訪

字

探

訪

字

探

訪

大

文

字

山

大

文

字

山

大

文

字

山

大

文

字

山

約

３

時

間

イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
で
京

都

の
街

を

描

く

場
合
、
グ
リ
ッ
ド
状
の
道

路
を
描
い
て
、
鴨

川

を

描

い
て
、
そ

し
て
東

寺

の
五
重

塔

と
大

文

字

山
を

入
れ
て
お
け
ば
、
お
お
よ
そ
の
雰

囲

気

は
表

現

で
き
そ

う

だ
。
そ

れ
ほ
ど
、
大

文

字

山
は
京

都

の
街
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

存
在
な
の
で
あ
る
。

た

だ

シ
ン
ボ

リ

ッ
ク
で
あ

れ
ば

、
そ

の
ぶ

ん
、
表

面
的
な
と
こ
ろ
だ
け
が

切
り

取
ら

れ

て
、
そ
の
中
身

の
詳
し
く
は
ど
こ
か
に
置
き
忘

れ
ら

れ
る
こ
と
も

少

な
く

な
い
。
大
文

字

山

と
通

称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
如
意

ヶ
岳

と

い
う

山
の
前

山
で
あ
る
と
い
う

こ
と
や
、
大
文

字

へ
登

る
に
は
、
銀

閣

寺

の
裏

手

か
ら

だ
け

で
な
く

、
鹿

ヶ
谷

か
ら

の
道

や
南

禅

寺

か
ら

の
道
、
あ
る
い
は
山
科
方

面
か
ら
の
道
な
ど
が

あ
る
と
い
う
こ
と
、
大
文
字

山
に
関
す
る
こ
れ

ら
の
情

報
は
、
名
前
の
知
名
度
と
は
裏
腹
に
、

意

外

と
冷

淡
な

扱
い
を
受

け

が
ち

で
あ

る
。

ま
た

山
中

に
あ

る
地

名
の

一
つ
、
七
福

思

案

処
と
い
う

の
も

、
面
白

い
小
ネ

タ
の

一
つ
。

山
科
方

面
か
ら
の
道
や
南

禅
寺

方

面
か
ら
の

道
な
ど
、
い
く

つ
も

の
道

が
合

流
す

る
こ
の
場

所
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ち

ら

へ
行
こ
う
か
と
思

案

し
た
と
こ
ろ
か
ら

付
け
ら
れ
た
よ
う
な
感

じ
も

あ

り

、
う

ま
く

で
き
た
命

名

で
あ

る
。

あ
る
い
は
銀
閣
寺

方

面
か
ら
金

尾
に
登
る

道

中
に
あ
る
中

尾

城
の
史

跡
や
千

人
塚
な
ど

も
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
大
文
字

山

に
は
、
か
つ
て
山
城
が
築
か
れ
て
お
り
、
戦

国

時

代
に
は
合

戦
の
舞

台
と
も
な
っ
た
と
い
う
こ

と
を

知
る
と
、
大
文
字

山
に
対
す

る
見

方
も

変
わ
っ
て
く
る
。

京

都

の
街

に
と
っ
て
は
身

近

で
あ

り

つ
つ

も

、
掘

り

さ
げ

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報

が

出
て
く
る
山
で
も
あ
る
。

京
都
京
都
京
都
京
都

はははは
夏夏夏夏

のののの
風
物
詩

風
物
詩

風
物
詩

風
物
詩

、、、、
おおおお
盆盆盆盆

のののの
送送送送

りりりり
火火火火

でででで
知知知知
ら
れ
る

ら
れ
る

ら
れ
る

ら
れ
る
大
文
字

山

大
文
字

山

大
文
字

山

大
文
字

山
。。。。
金

尾
金

尾

金

尾

金

尾

（（（（

か

な

わ

大大大大

のののの
字字字字

のののの
中

心

点

中

心

点

中

心

点

中

心

点

））））

やややや
山

頂

山

頂

山

頂

山

頂
をををを

訪訪訪訪
れ

る
だ

け
な

ら

れ

る
だ

け
な

ら

れ

る
だ

け
な

ら

れ

る
だ

け
な

ら
、、、、
ボ

リ

ュ
ー

ム
も

ボ

リ

ュ
ー

ム
も

ボ

リ

ュ
ー

ム
も

ボ

リ

ュ
ー

ム
も

小小小小
ささささ

く

な

る
が

く

な

る
が

く

な

る
が

く

な

る
が

、、、、

山
科
山
科
山
科

山
科

のののの
毘
沙

門
堂

門
跡

毘
沙

門
堂

門
跡

毘
沙

門
堂

門
跡

毘
沙

門
堂

門
跡

やややや
銀

閣
寺

銀

閣
寺

銀

閣
寺

銀

閣
寺

と

い

っ
た

と

い

っ
た

と

い

っ
た

と

い

っ
た

山
麓
山
麓
山
麓

山
麓

のののの
寺

院

拝

寺

院

拝

寺

院

拝

寺

院

拝

観観観観
をををを
組組組組

みみみみ
込込込込
む
と
む
と
む
と
む
と
、、、、

面
白
面
白
面
白
面
白

み
も
み
も
み
も
み
も
倍
増
倍
増
倍
増
倍
増
す
る
す
る
す
る

す
る
。。。。

金尾は京の街を眺めるベストスポット金尾は京の街を眺めるベストスポット金尾は京の街を眺めるベストスポット金尾は京の街を眺めるベストスポット

雪の降った翌日が晴れになると、大の字が雪の降った翌日が晴れになると、大の字が雪の降った翌日が晴れになると、大の字が雪の降った翌日が晴れになると、大の字が

白く浮き上がる。鴨川河川敷から眺める白白く浮き上がる。鴨川河川敷から眺める白白く浮き上がる。鴨川河川敷から眺める白白く浮き上がる。鴨川河川敷から眺める白

い大文字は、年に数度とはお目にかかれない大文字は、年に数度とはお目にかかれない大文字は、年に数度とはお目にかかれない大文字は、年に数度とはお目にかかれな

。 、 、。 、 、。 、 、。 、 、い ちなみに 大の字が描かれている山のい ちなみに 大の字が描かれている山のい ちなみに 大の字が描かれている山のい ちなみに 大の字が描かれている山の

その奥に見えるのが如意ヶ岳。その奥に見えるのが如意ヶ岳。その奥に見えるのが如意ヶ岳。その奥に見えるのが如意ヶ岳。
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グ

ラ

イ

ダ

ー

グ

ラ

イ

ダ

ー

グ

ラ

イ

ダ

ー

グ

ラ

イ

ダ

ー

飛

翔

飛

翔

飛

翔

飛

翔

のののの

丘丘丘丘

高

御

位

山

高

御

位

山

高

御

位

山

高

御

位

山

た

か

み

く

ら

や

ま

約

４

時

間

標
高

は
三
〇

〇
㍍

程

度
の
小

山
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
山
を
舞

台
に
し
て
行
わ
れ
た
、
関

西
で
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
初

飛

行
と
い
う

「
事

件
」

は
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た
。

主

人
公
は
、
渡

辺
信

二
。
加
古

川
市
志

方

の
出
身

、
二
十

一
歳

の
青

年

で
あ

る
。
時

は

一
九

二

一
（
大

正

一
〇

）
年

、
空

の
時

代

は

始

ま
っ
た
ば

か
り

で
あ

る
。
第

一
次

世

界

大

戦
を
通
し
て
航
空
機
の
威

力
が
広
く

認

知
さ

れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
は
い
え
、
日
本

国
内
で

は
、
民
間

機
は
言

う

ま
で
も

な
く

、
軍

部
も

含

め
て
航

空

機
の
総

数
も

ま
だ
多
く

は
な
か

っ
た
。
そ
う
い
う
時

代
に
、
渡

辺
は
独
学
で
航

空

力
学

を
修

得

し
、
翼

八
㍍

、
機
長

四
㍍

の

グ

ラ
イ
ダ
ー
を

作

り

上

げ

た
。
そ

う

し

て

自

ら

が
乗

り

こ
ん
で

実

際

に
と
ば

し

て
み

せ
た

の
で
あ

る
。
高

御

位

山

の

頂

上

か

ら

、
彼

を

乗

せ
た

状

態

で
機
体
を
放
り

出

し
、
落

下

中

に
滑

空

体

勢

へ
移

る
と
い
う

荒

技

だ

っ
た

ら

し

い

が
、
三

〇

〇
㍍

の
滑

空

を

成

功

さ
せ
た
。

空

軍

力

が

戦

局

を

大
き
く

左
右
し
た

第

二
次

世
界

大

戦
、

そ
し
て
さ
ら
に
発
達
を
と
げ
た
航

空

機
に
よ

っ
て

一
変

し
た

戦

後

の
世

界

観

、
時

代

が
そ

の
後

に
み
せ
た
展

開

を

思

う

と
、
彼

の
情

熱

は
ま
さ
に
時

代

を
先

取
り

す

る
も

の
だ
っ
た

と
い
え
る
。

「
先

覚

が
あ
っ
た
。
彼
を

渡

辺

信

二
と
い
っ

た
」
で
は
じ
ま
る
碑

文

が
は
め
込

ま
れ
た

飛

翔

の
碑
は
、
昭
和
の
中

頃
に
な
っ
て
建

造
さ
れ

た
も

の
で
は
あ

る
が
、
渡

辺

信

二
と
い
う

人

物

の
こ
と
、
そ
の
大
い
な
る
挑

戦
の
こ
と
を

現

代
に
伝
え
て
い
る
。

January１

高

御

位

山

高

御

位

山

高

御

位

山

高

御

位

山

はははは
加
古

川
市

加
古

川
市

加
古

川
市

加
古

川
市

とととと
高

砂

市

高

砂

市

高

砂

市

高

砂

市

のののの
境境境境

に
あ

る

に
あ

る

に
あ

る

に
あ

る

山山山山
。。。。

眺
望
眺
望
眺
望

眺
望

はははは
抜

群
抜

群

抜

群

抜

群

でででで
、、、、

西西西西

播

磨

一
帯

播

磨

一
帯

播

磨

一
帯

播

磨

一
帯

か

ら
か

ら

か

ら

か

ら
瀬

戸
内
海

瀬

戸
内
海

瀬

戸
内
海

瀬

戸
内
海

ま

で
を

ま

で
を

ま

で
を

ま

で
を
広広広広

くくくく

眼

下

眼

下

眼

下

眼

下
にににに
納納納納

め
る

こ
と
が

で
き

る

め
る

こ
と
が

で
き

る

め
る

こ
と
が

で
き

る

め
る

こ
と
が

で
き

る
。。。。

ま

た

こ
の

ま

た

こ
の

ま

た

こ
の

ま

た

こ
の
山山山山

はははは
関

西
初

関

西
初

関

西
初

関

西
初

の
グ

ラ
イ
ダ

ー

の
グ

ラ
イ
ダ

ー

の
グ

ラ
イ
ダ

ー

の
グ

ラ
イ
ダ

ー

飛
行
飛
行
飛
行
飛
行
がががが

行行行行
わ

れ

た

わ

れ

た

わ

れ

た

わ

れ

た

山山山山

でででで
、、、、

山

頂

山

頂

山

頂

山

頂

にににに

は
そ

の

は
そ

の

は
そ

の

は
そ

の
壮
挙
壮
挙
壮
挙
壮
挙
をををを
記
念
記
念
記
念
記
念
す
る
す
る
す
る

す
る

「「「「

飛
翔
飛
翔
飛
翔
飛
翔

のののの
碑碑碑碑
」」」」
がががが
建建建建

て
ら
れ

て
い
る

て
ら
れ

て
い
る

て
ら
れ

て
い
る

て
ら
れ

て
い
る
。。。。

山頂の岩壁には天孫降臨の地との伝承もある山頂の岩壁には天孫降臨の地との伝承もある山頂の岩壁には天孫降臨の地との伝承もある山頂の岩壁には天孫降臨の地との伝承もある

大空に飛び立つイ大空に飛び立つイ大空に飛び立つイ大空に飛び立つイ

メージを表現したメージを表現したメージを表現したメージを表現した

飛翔の碑飛翔の碑飛翔の碑飛翔の碑
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寂

光

院

寂

光

院

寂

光

院

寂

光

院

とととと

大

原

大

原

大

原

大

原

のののの

里

山

里

山

里

山

里

山

金

比

羅

山

金

比

羅

山

金

比

羅

山

金

比

羅

山

約

５

時

間

京

都

歌
謡

の
定

番

、
「
女
ひ
と
り

」
の
歌
い

出

し

で

登

場

す

る
よ

う

に
、
現

代

の
大

原

は
、
三
千

院
と
寂

光

院
を

中

心
に
、
人
気

の

観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
春

秋
の
シ
ー
ズ

ン
に
は
行

楽

客

で
溢
れ
か
え
る
し
、
比
較

的

静

か
に
な
る
冬

場

で
も

、
閑

散

と
い
う

状
態

に
は
至
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
原
を

語
る
上
で

は
欠
か
せ
な
い
『
平
家

物

語
』
灌

頂
巻
を
引
き

合

い
に
出

す

の
な
ら

、
建

礼

門

院

は
、
そ
も

そ

も

世

間

の
目
に

晒
さ
れ
る
こ
と
を

厭

っ
て

大
原
に
入
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

岩

根
踏
み

誰
か
は
訪
は
む

楢
の
葉
の

と

そ
よ
ぐ
は
鹿
の

わ
た
る
な
り
け
り

お
側

仕
え
の
女

房

が
詠

ん
だ

一
首

、
庵

の
外

を
歩

く

音
の
主

は
、
山
の
鹿

だ
っ
た
と
い
う

詠

は
女

院

の
心
を

映

し
て
い
た
。
ま
た

女

院

の

も

と
を

後

白

河

法

皇

が

訪

れ

る

「
大

原

御

幸
」
の
く
だ
り
で
は
、

甍

破

れ
て
は
霧

不

断

の
香

を

焚

き
、

枢

落

い
ら
か

と
ぼ
そ

ち
て
は
月
常

住
の
灯

火
を
か
か
ぐ

と
も
し
び

と
古

い
漢

詩

を

引

い
て
寂

光

院
の
静

け

さ
を

描
く
。
女

院
の
姿
は
、
人
の
訪
れ
な
い
陋
屋
で

清
楚

に
暮
ら
す

と
い
っ
た
、
あ
る
種
の
理
想
像

で
も
あ
っ
た
。

現

代

の
大

原
に
灌

頂
巻

が
重

な
る
こ
と
を

望
む
の
は
、
無

い
物
ね
だ
り

で
あ
る
。
だ
が
、

そ
れ
で
も

冬

場
に
寂

光

院
の
裏

山
、
金

比
羅

山
を
歩

く

と
、
人
気

観

光

地
ら
し
か
ら

ぬ
静

け

さ
も

残

っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
と
て

灌

頂
巻

の
静

寂
で
は
な
い
が
、
せ
め
て
も
の
慰

め
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

な
お
灌

頂
巻
に
は
、
「
翠
黛

」
と
い
う
言

葉

が
使
わ
れ
て
い
る
。

古
り
に
け
る
岩
の
絶
え
間
よ
り
、
落
ち

来
る
水

ふの
音

さ

へ
、
ゆ

ゑ
び
よ

し

あ

る
と
こ
ろ
な
り

。

緑

蘿

の
垣
、
翠

黛
の
山
、
絵
に
描
く

と
も

筆
も

り
ょ
く
ら

す
い
た
い

及
び
が
た
し

苔

む
し
た

垣

根
と
、
な
だ
ら

か
な

山

々
、
実

景

で
は
な
く

、
言

葉

の
イ
メ
ー
ジ
で
描

く

山

里
の
風
景

だ
。
こ
の
「
翠
黛

」
か
ら

、
翠
黛

山

の
名
前
が
取
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

平
家
物
語

平
家
物
語

平
家
物
語

平
家
物
語

のののの
終
幕
終
幕
終
幕

終
幕
をををを
飾飾飾飾
るるるる
名
刹
名
刹
名
刹
名
刹
、、、、
寂
光
院

寂
光
院

寂
光
院

寂
光
院

のののの
裏
手
裏
手
裏
手

裏
手

に
あ
る

の
が

に
あ
る

の
が

に
あ
る

の
が

に
あ
る

の
が
金

比
羅
山

金

比
羅
山

金

比
羅
山

金

比
羅
山
。。。。

大

原

三
山

大

原

三
山

大

原

三
山

大

原

三
山

（（（（
金

比
羅
山

金

比
羅
山

金

比
羅
山

金

比
羅
山
、、、、

翠
黛

山

翠
黛

山

翠
黛

山

翠
黛

山
、、、、
焼
杉

山

焼
杉

山

焼
杉

山

焼
杉

山
））））

のののの

一
角
一
角
一
角
一
角

でででで
、、、、

山
中
山
中
山
中
山
中

に
は
に
は
に
は
に
は
眺眺眺眺

望望望望

ス
ポ

ッ
ト
も

ス
ポ

ッ
ト
も

ス
ポ

ッ
ト
も

ス
ポ

ッ
ト
も

多多多多

いいいい
。。。。

観

光
客

観

光
客

観

光
客

観

光
客

のののの
出

足
出

足

出

足

出

足
がががが

減減減減

るるるる
季
節
季
節
季
節

季
節

にににに
、、、、
金

比
羅

山

金

比
羅

山

金

比
羅

山

金

比
羅

山

か
ら
か
ら
か
ら

か
ら

寂
光
院

寂
光
院

寂
光
院

寂
光
院
を
め
ぐ
る
と

を
め
ぐ
る
と

を
め
ぐ
る
と

を
め
ぐ
る
と
、、、、
大
原
大
原
大
原

大
原

のののの
静静静静
か
な
か
な
か
な
か
な
素
顔
素
顔
素
顔
素
顔
とととと
出
合
出
合
出
合
出
合
え
る
え
る
え
る
え
る
。。。。

寂光院へ導く道標寂光院へ導く道標寂光院へ導く道標寂光院へ導く道標

大原に雪が降ると。京都の街なかとは雰囲気は一変する。大原に雪が降ると。京都の街なかとは雰囲気は一変する。大原に雪が降ると。京都の街なかとは雰囲気は一変する。大原に雪が降ると。京都の街なかとは雰囲気は一変する。



- 23 -

稲

荷

信

仰

稲

荷

信

仰

稲

荷

信

仰

稲

荷

信

仰

のののの

深

奥

部

深

奥

部

深

奥

部

深

奥

部

伏

見

伏

見

伏

見

伏

見

のののの

おおおお

山山山山

め

ぐ

り

め

ぐ

り

め

ぐ

り

め

ぐ

り

約

３

時

間

伏

見

の
お

山
め
ぐ

り

は
、
そ
の
歴

史
が
詳

び
ら
か
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
伏
見

稲

荷

の
ご
神

体
、
伏

見

山
を

「
お

山
」
と
呼

ぶ
の

は
古
く
か
ら

の
こ
と
で
、
そ
の
昔
、
本

殿
が
山

頂
に
あ
っ
た
こ
と
に
ち
な
み
、
江

戸
時

代
に
は

正
月

五

日
に
は
山
上
へ
の
参

拝
も

行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。

こ
の
風
習
が
、
現
在

の
お

山
め
ぐ

り

に
な
っ

て
い
る
と
も

考

え
ら
れ
る
が
、
同
じ
道
を
戻

っ

て
く

る
の
で
は
な
く

、
山
中

を

巡

拝
す

る
形

に
確
定

し
た
の
が
い
つ
の
頃
な
の
か
が
不
明
な

の
で
あ
る
。

道

中

に
あ

る
小

さ
な

社

の
数

々
（
お

塚

）

は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が

明

治

以
降

に
置

か
れ

た
も

の
で
あ
り

、
少
な
く

と
も

明

治
時

代
に

は
お

山
め
ぐ

り

が
行

わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
の
か
に

な
る
と
、
や
は
り

不
明
と
す
る
し
か
な
い
。

刀
匠
、
小

鍛

治
宗

近

。
こ
の
名

前

も

、
伏

こ

か

じ

む
ね
ち

か

見

稲

荷

の
ゆ
か
り

で
よ
く

登
場
す

る
。
祇

園

祭
の
山
鉾

巡
行
で
先

頭
を
行
く

長

刀
鉾
、
そ

の
真

木

の
長

刀
を

鍛
え
た
と
さ
れ
る
刀
匠
な

の
だ
が
、
伏

見

稲

荷

の
関

連

で
小
鍛

治
宗

近

が
登
場
す

る
の
は
能

楽

「
小
鍛

治
」
の
素

材
と

さ
れ
る
伝
説
に
お
い
て
の
こ
と
。
一
条

天
皇

の

勅

命

を

受

け

た

小

鍛

治

宗

近

が
稲

荷

の
加

護

を
得

て
、
名

刀
小
狐
を

鍛
え
た
と
い
う

も

の
で
あ
る
。
お

山
め
ぐ

り

の
道

中

に
は
、
こ
の

小

狐

を

打
つ
際
に
使

わ
れ
た
と
い
う

石
、
劔

石
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
伏
見

稲
荷
と
い
え
ば
、
何
を
お
い

て
も

初

詣

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
側

面
が
有

名

に
な
っ
て
い
る
。
毎

年
、
参

拝
者

で
は
全

国
で

も
ベ
ス
ト
５
に
は
入
り
、
テ
レ
ビ
で
し
き
り

に

取
り

あ

げ

ら

れ
る
の
で
当

然
な
の
だ
が
、
稲

荷

大

社
の
祭
事

と
し
て
は

二
月
の
初

午

大
祭

は

つ
う
ま

や

四
月
の
稲
荷
祭
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
を
さ
し
お
い
て
初

詣
の
方

ば

か
り

が

注

目
を

集

め
る
の
は
、

一
般

の
人

々
に
お
山
め
ぐ
り
が
顧
み
ら
れ
な
い
の
と
、
通

じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

February２

「「「「

おおおお
山山山山
め
ぐ
り

め
ぐ
り

め
ぐ
り

め
ぐ
り
」」」」
と
は
と
は
と
は

と
は
、、、、
伏

見
稲
荷

大
社

伏

見
稲
荷

大
社

伏

見
稲
荷

大
社

伏

見
稲
荷

大
社

の
ご
の
ご
の
ご
の
ご

神
体
神
体
神
体

神
体

で
あ
る

で
あ
る

で
あ
る

で
あ
る
稲
荷

山

稲
荷

山

稲
荷

山

稲
荷

山
をををを

一一一一

周周周周
す

る

す

る

す

る

す

る

巡
拝
路

巡
拝
路

巡
拝
路

巡
拝
路

をををを

歩歩歩歩

く

こ
と

く

こ
と

く

こ
と

く

こ
と
。。。。

全

国

全

国

全

国

全

国

で
も
で
も
で
も
で
も

屈
指
屈
指
屈
指

屈
指

のののの
参

拝
客

数

参

拝
客

数

参

拝
客

数

参

拝
客

数

に
な

る

に
な

る

に
な

る

に
な

る
初

詣
初

詣

初

詣

初

詣

にににに
比比比比

べ
る

と

べ
る

と

べ
る

と

べ
る

と
、、、、
静静静静

か
な

お

か
な

お

か
な

お

か
な

お

山山山山
め

ぐ

り

に
は

め

ぐ

り

に
は

め

ぐ

り

に
は

め

ぐ

り

に
は
穴

場
穴

場

穴

場

穴

場

のののの
感感感感

も

あ

り

も

あ

り

も

あ

り

も

あ

り
、、、、

千
本
鳥

居

千
本
鳥

居

千
本
鳥

居

千
本
鳥

居

や
お
や
お
や
お
や
お
塚
信
仰

塚
信
仰

塚
信
仰

塚
信
仰
な
ど
な
ど
な
ど
な
ど
伏
見
稲
荷

伏
見
稲
荷

伏
見
稲
荷

伏
見
稲
荷

のののの
本
来
本
来
本
来
本
来

のののの
姿姿姿姿
を
か

い
ま

を
か

い
ま

を
か

い
ま

を
か

い
ま
見見見見
る

こ
と

に
も
な
る

る

こ
と

に
も
な
る

る

こ
と

に
も
な
る

る

こ
と

に
も
な
る
。。。。

朱色のトンネル、朱色のトンネル、朱色のトンネル、朱色のトンネル、

千本鳥居も伏見稲千本鳥居も伏見稲千本鳥居も伏見稲千本鳥居も伏見稲

荷のシンボル荷のシンボル荷のシンボル荷のシンボル
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白白白白

きききき

精

霊

精

霊

精

霊

精

霊

と

の

と

の

と

の

と

の

邂

逅

邂

逅

邂

逅

邂

逅

鞍

馬

鞍

馬

鞍

馬

鞍

馬

とととと

貴

船

貴

船

貴

船

貴

船
約

５

時

間

雪
の
鞍

馬
。
京
都
の
街
な
か
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
近
そ
う
で
い
て
、

や
は
り
遠
く
思
わ
れ
る
。
鞍
馬
の
つ
づ
ら
折
り
参
道
を
「
近
く
て
遠
き
も

の
」
に
数
え
た
の
は
、
平
安
の
昔
の
清
少
納
言
だ
が
、
叡
電
が
走
っ
て
ア
ク

セ
ス
が
便
利
に
な
っ
た
現

代
で
も
、
雪
と
い
う
条

件
を
つ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
鞍
馬
は
近
く
て
遠
い
道
に
数
え
て
い
い
。

ま
ず
、
雪
の
日
が
少
な
い
。
八
瀬
や
市
原
よ
り

北
に
な
る
と
、
街
な
か

で
降

雪
を
待

つ
の
と
は
条

件
が
異
な
る
と
は
い
え
、
雪
の
日
を
狙
っ
て
訪

れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
。

物

理
的
な
遠
さ
で
は
、
木
の
根
道
は
も
ち
ろ
ん
、
普

段
は
歩

き
や
す

い
舗
装
路
の
つ
づ
ら
折
り
参
道
ま
で

も

が
、
し
か
る
べ
き
足

回
り

を
要

求
す
る
雪
道
に
変
わ
る
。
冬

山
装

備
と
い
う
に
は
大
げ
さ
で
も
、
せ
め

て
靴
程
度
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
で

臨
む
必
要
が
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
緑
の
季
節
と
は
別
の

美
し
さ
、
そ
れ
に
鞍

馬
が
本
来
持

ち

合
わ
せ
て
い
た
は
ず

の
「
遠
さ
」

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
雪
の

日
な
の
で
あ
る
。

森森森森

のののの
奥奥奥奥

にににに
鎮

座
鎮

座

鎮

座

鎮

座

す

る

す

る

す

る

す

る

鞍

馬
寺

鞍

馬
寺

鞍

馬
寺

鞍

馬
寺

とととと
貴

船
神

社

貴

船
神

社

貴

船
神

社

貴

船
神

社

のののの
魅

力

魅

力

魅

力

魅

力

はははは
新

緑
新

緑

新

緑

新

緑

のののの
季
節
季
節
季
節

季
節

か
ら
か
ら
か
ら

か
ら
初初初初

夏夏夏夏

にににに
現現現現
れ

る
れ

る

れ

る

れ

る
。。。。

し
か

し

し
か

し

し
か

し

し
か

し
、、、、
も

う
も

う

も

う

も

う

一一一一
つつつつ
忘忘忘忘

れ

ら
れ

な

い

の
は

れ

ら
れ

な

い

の
は

れ

ら
れ

な

い

の
は

れ

ら
れ

な

い

の
は
、、、、

一
面
一
面
一
面
一
面
がががが

雪雪雪雪

にににに

被被被被

わ

れ

る

わ

れ

る

わ

れ

る

わ

れ

る
冬冬冬冬

のののの
鞍

馬
鞍

馬

鞍

馬

鞍

馬
とととと
貴

船
貴

船

貴

船

貴

船

だ

ろ
う

だ

ろ
う

だ

ろ
う

だ

ろ
う

「「「「

木木木木

のののの
根
道
根
道
根
道

根
道

」」」」
な
ど

で

な
ど

で

な
ど

で

な
ど

で
白白白白

いいいい
装装装装

いいいい

。。。。

のののの
森森森森
とととと
出
合
出
合
出
合
出
合
う
と
う
と
う
と
う
と
、、、、
荘
厳
荘
厳
荘
厳
荘
厳
なななな
雰
囲
気

雰
囲
気

雰
囲
気

雰
囲
気
をををを
味味味味
わ
う

こ
と
も

で
き
る

わ
う

こ
と
も

で
き
る

わ
う

こ
と
も

で
き
る

わ
う

こ
と
も

で
き
る
。。。。

舗装されたつづら折り参道も、雪に覆われたダラダラ坂に変わると、一気に歩きづらくなる舗装されたつづら折り参道も、雪に覆われたダラダラ坂に変わると、一気に歩きづらくなる舗装されたつづら折り参道も、雪に覆われたダラダラ坂に変わると、一気に歩きづらくなる舗装されたつづら折り参道も、雪に覆われたダラダラ坂に変わると、一気に歩きづらくなる

つづら折れ参道にある由岐神社つづら折れ参道にある由岐神社つづら折れ参道にある由岐神社つづら折れ参道にある由岐神社
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生

駒

生

駒

生

駒

生

駒

のののの

魅

力

再

発

見

魅

力

再

発

見

魅

力

再

発

見

魅

力

再

発

見

生

駒

山

生

駒

山

生

駒

山

生

駒

山

約

５

時

間

関

西
の
山
に
は
、
観
光

地
化
し
て
し
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も

あ

る
。
大

和
葛

城

山
や
摩

耶

山
な
ど
が
代
表

格
な
の
だ
が
、
そ
う
な
っ
た
背

景

と
し
て
は
、
山
頂
に
至
る
至

便
な
交

通

機

関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
生

駒

山
も
ま
た
、
観

光

地
化
し
た

山
の

一
つ
。
こ
こ

に
も

、
ご
多

分

に
も

れ
ず

、
生

駒

駅
か
ら

の

ケ
ー
ブ
ル
あ
り

、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
あ
り

、
さ

ら

に
は
山
頂
に
遊

園

地
あ
り

、
ホ
テ
ル
あ
り

と
何

で
も
ご
ざ
れ
の
レ
ベ
ル
に
達

し
て
い
る
。

し
か
し
、
交

通

機

関

が
敷

か
れ
、
観

光

地

化

す

る
に
は
理
由

が
あ
る
。
山
頂

か
ら

の
眺

め
が
す
ば

ら

し
い
と
か
、
多

く

の
参

詣
者

が

訪

れ

る
神

社

や

お

寺

が
あ

る
な
ど
の
事

情

だ
。
生

駒

山
は
、
大

阪
と
奈

良

を

同
時

に
見

晴

ら

す

夜

景

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
人
気

が
高

く

、
古

く

か
ら

初

詣
客

で
賑
わ
っ
た
宝

山
寺

が
あ

る
の
で
、
観

光

地
化

の
素
養

は
十

二
分

に
持
ち
あ
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
ハ
イ
カ
ー
目
線
で
見
る
と
、
何
の
苦
も

な
く

や
っ
て
く

る
人
が
い
る
場

所
に
、
汗
と
時

間

を

費

や
し
て
登

る
こ
と
に
は
た
め
ら

い
を

感

じ
て
し
ま
う
。
生

駒

山
に
対
し
て
僻

目
を

持
っ
て
し
ま
う

の
は
、
お
そ
ら
く

こ
の
あ
た
り

に
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
と
き
に
見
直
さ
れ
る
の
は
、
コ
ー

ス
取
り

の
妙

と
い
う

発

想

。
た
と
え
ば

鳴

川

渓

谷
か
ら

暗

峠

に
至
る
南

面
ル
ー
ト
は
、
歩

く

よ
り

ほ
か
に
選

択

肢
は
な
い
。
修

験
道

場

と
し
て
も

栄
え
た
千

光
寺

の
行
場
や
清
滝

石

仏
群

な
ど
を

訪
れ
た
あ
と
、
暗
峠

か
ら

生

駒

山
へ
登
っ
た
り

す

る
と
、
史

跡
探

訪
で
あ
っ
た

り
、
歴
史
散
策

で
あ
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

楽

し

み
も

生

ま
れ
て
く

る
。
そ

う

な
る
と
、

生

駒

山
に
対
す

る
見

方
も

違

っ
た
も

の
に
な

る
だ
ろ
う
。

メ
タ
ボ

対

策

と
称

し
て
、
歩

く

こ
と
だ
け

を

目
的
と
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
も
意
義

は
あ
る

と
思

う
。
し
か
し
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
方
向
に

好
奇

心
の
ア
ン
テ
ナ
を

広
げ

て
お
き
、
自

分

な
り

の
楽

し
み
を
探
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
有

名

ど
こ
ろ
」
の
山
を

捉
え
直

す

の
も

面
白

い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

March３

生
駒

山

生
駒

山

生
駒

山

生
駒

山

はははは
、、、、

遊

園

地

遊

園

地

遊

園

地

遊

園

地

の
あ

る

の
あ

る

の
あ

る

の
あ

る

山

頂

山

頂

山

頂

山

頂

はははは

二二二二
のののの
次次次次

に

し

て

に

し

て

に

し

て

に

し

て
、、、、

行
程
行
程
行
程

行
程

をををを

楽楽楽楽

し
む
し
む
し
む
し
む

山山山山

で
あ

る

で
あ

る

で
あ

る

で
あ

る
。。。。

中
腹
中
腹
中
腹

中
腹

のののの
宝

山
寺

宝

山
寺

宝

山
寺

宝

山
寺

やややや
南

側
南

側

南

側

南

側

のののの
暗

峠
暗

峠

暗

峠

暗

峠
、、、、

あ

る

い
は

あ

る

い
は

あ

る

い
は

あ

る

い
は
鳴

川
渓

谷

鳴

川
渓

谷

鳴

川
渓

谷

鳴

川
渓

谷
な

ど

を

な

ど

を

な

ど

を

な

ど

を

眼

目

眼

目

眼

目

眼

目

に

し

て

に

し

て

に

し

て

に

し

て
生
駒

山

生
駒

山

生
駒

山

生
駒

山
をををを

歩歩歩歩

い

て
み
よ
う

い

て
み
よ
う

い

て
み
よ
う

い

て
み
よ
う
。。。。

芭
蕉
芭
蕉
芭
蕉

芭
蕉

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の
地地地地

で
あ

る
な

ど

で
あ

る
な

ど

で
あ

る
な

ど

で
あ

る
な

ど

のののの
事
績
事
績
事
績
事
績
も
あ
り

も
あ
り

も
あ
り

も
あ
り
、、、、
文
学
散
歩

文
学
散
歩

文
学
散
歩

文
学
散
歩

の
お
も
む
き
も

の
お
も
む
き
も

の
お
も
む
き
も

の
お
も
む
き
も
出出出出

て
く
る

て
く
る

て
く
る

て
く
る
。。。。

有名な展望台からだけでなく、遊園地の一角からも、眺望有名な展望台からだけでなく、遊園地の一角からも、眺望有名な展望台からだけでなく、遊園地の一角からも、眺望有名な展望台からだけでなく、遊園地の一角からも、眺望

は楽しめる。は楽しめる。は楽しめる。は楽しめる。

本堂背後の般若窟を望遠鏡本堂背後の般若窟を望遠鏡本堂背後の般若窟を望遠鏡本堂背後の般若窟を望遠鏡

などで観察してみると、意などで観察してみると、意などで観察してみると、意などで観察してみると、意

外な発見もある。外な発見もある。外な発見もある。外な発見もある。
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早

春

早

春

早

春

早

春

のののの

霊

場

探

訪

霊

場

探

訪

霊

場

探

訪

霊

場

探

訪

ポ

ン

ポ

ン

ポ

ン

ポ

ン

ポ

ン

ポ

ン

ポ

ン

ポ

ン

山山山山
約

６

時

間

山
名
が
面
白
い
山
で
あ
る
。
い
わ
く
、
山
頂
で
足
踏
み
を
す
る
と
ポ
ン

ポ
ン
と
響
く
か
ら
…
…
。
山
頂
の
説
明
板
に
は
、
山
頂
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
ポ
ン
ポ
ン
音
が
す
る
、
正
し
く
は
「
加
茂
勢

山
」
と
い
う
と
も
あ
る
。

由
来
は
さ
て
お
き
、
こ
の
山
名
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
古
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。
昭
和
時

代
の
初
め
に
書
か
れ
た
記

録

に
は
善
峯

山
や
「
ポ
ン
ポ
ン
山
」
を
訪
れ
た
旨
の
こ
と
が
見
い
だ
せ
る
し
、

大

正
年
間
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
京
都

一
中
の
山
岳

部
が
選
ん
だ

「
山
城

三
十

山
」
に
は
す
で
に
「
ポ
ン
ポ
ン
山
」
の
名
前
が
出
て
い
る
。
し

か
し
初
出
と
い
え
そ
う
な
デ
ー
タ
は
確
認
で
き
な
い
。

一
方
、
資

料
と
し
て
の
古
さ
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
口

遊
」
と
い
う

く
ち
ず
さ
み

平

安

時

代

の
初

学

書

に

「
神

峰

山
」
と
の
言
葉
が
あ
り
、
こ
の
名
前

は
こ
の
あ
た
り

一
帯

の
山
を
指
し

て
い
た
も

の
と
言

わ
れ
、
修

験
道

と
の
関

連

も

指

摘

さ
れ
て
い
る
。

「
神

峰

山

」
か

「
加

茂

勢

山

」

か

、
は

た

ま

た

「
ポ

ン
ポ

ン
山

」

か
、
こ
れ
ら

の
名

前

に
は
、
そ

れ

ぞ
れ
に
違

っ
た
背
景
も

説

明
さ
れ

て
お
り

、
山
名

か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
面
白
さ
、
そ
れ
を
示
す

好
例

に
も
な
っ
て
い
る
。

西
国

三
十

三
箇

所

西
国

三
十

三
箇

所

西
国

三
十

三
箇

所

西
国

三
十

三
箇

所

のののの

二
十
番

札

所

二
十
番

札

所

二
十
番

札

所

二
十
番

札

所
、、、、
善

峯

寺

善

峯

寺

善

峯

寺

善

峯

寺

か

ら
ポ

ン
ポ

ン

か

ら
ポ

ン
ポ

ン

か

ら
ポ

ン
ポ

ン

か

ら
ポ

ン
ポ

ン
山山山山

へへへへ
登登登登

るるるる
。。。。

ポ

ン
ポ

ン

ポ

ン
ポ

ン

ポ

ン
ポ

ン

ポ

ン
ポ

ン
山山山山

はははは
、、、、

名
前
名
前
名
前

名
前

の

ユ
ニ
ー

ク
さ
ば

か

り
が

の

ユ
ニ
ー

ク
さ
ば

か

り
が

の

ユ
ニ
ー

ク
さ
ば

か

り
が

の

ユ
ニ
ー

ク
さ
ば

か

り
が

注

目

注

目

注

目

注

目
さ
れ
が

ち
だ
が

さ
れ
が

ち
だ
が

さ
れ
が

ち
だ
が

さ
れ
が

ち
だ
が

、、、、

山

頂

山

頂

山

頂

山

頂
か

ら

は

か

ら

は

か

ら

は

か

ら

は
抜

群
抜

群

抜

群

抜

群

のののの
眺眺眺眺

め
が
め
が
め
が
め
が

楽楽楽楽

し
め

る

し

し
め

る

し

し
め

る

し

し
め

る

し
、、、、

山
名
山
名
山
名
山
名

のののの
話話話話
もももも

史

的
背

景

史

的
背

景

史

的
背

景

史

的
背

景
な
ど
な
ど
な
ど

な
ど

をををを
掘掘掘掘
りりりり

下下下下
げ

て
い
く
と

げ

て
い
く
と

げ

て
い
く
と

げ

て
い
く
と
、、、、
興
味
深

興
味
深

興
味
深

興
味
深

いいいい
側

面
側

面

側

面

側

面
もももも

見見見見
え

て
く
る

え

て
く
る

え

て
く
る

え

て
く
る
。。。。

「ポンポン」という音は確認できないが、山頂の見晴らしはすばらしい。写真は北方を眺「ポンポン」という音は確認できないが、山頂の見晴らしはすばらしい。写真は北方を眺「ポンポン」という音は確認できないが、山頂の見晴らしはすばらしい。写真は北方を眺「ポンポン」という音は確認できないが、山頂の見晴らしはすばらしい。写真は北方を眺

めたもので正面に見えるのが愛宕山。めたもので正面に見えるのが愛宕山。めたもので正面に見えるのが愛宕山。めたもので正面に見えるのが愛宕山。

山麓には善峯寺の格を示す大きな石標が山麓には善峯寺の格を示す大きな石標が山麓には善峯寺の格を示す大きな石標が山麓には善峯寺の格を示す大きな石標が

立つ。立つ。立つ。立つ。
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